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「令和６年能登半島地震 災害救援募金」
最終のご報告

　令和６年能登半島地震により被災されました十全同窓会会員ならびに
ご家族さまに、心からお見舞いを申し上げます。

十全同窓会は同窓会会報186号(2024年１月発行)、同窓生ホームページ、メーリング
リストなど考えられる手段を総動員して、同窓生が病院長を務めておられる能登北部基幹
病院への災害救援募金を同窓会員の皆さまにお願い申し上げました。
皆さまからお寄せいただいた浄財の使途について、最終のご報告を申し上げます。

各位からお寄せいただいた募金は、2024年３月５日、2024年10月30日の二度に分けて、
市立輪島病院と珠洲市総合病院に各々￥15,700,000.−を送金いたしました。募金の残金
￥2,000.−は、同窓会からの郵便払込取扱票の通常払込料金加入者負担額￥135,052.−と
合わせて、事務経費として支出しております。
十全同窓会会計理事の原田憲一、松下貴史両教授に会計監査をお願いしましたので添付
します(図１)。

なお、11月1日以後に募金振込があった場合には、同窓会への寄附金として扱うことを
ご了承ください。

皆さまから賜りましたご協力に、心から感謝申し上げます。

2024年10月31日(木) 現在

募金総額　￥31,402,000.−
件数　　　団体４件、個人910件

� 2024年11月
� 金沢大学医学部十全同窓会 会長　山本　　健

問合せ先　金沢大学医学部十全同窓会事務局　Email： juzen@med.kanazawa-u.ac.jp

図1



新 年 の ご 挨 拶

新年明けましておめでとうございます。

十全同窓会会員の皆さまにおかれまして

は、ご健勝に新春をお迎えのこととお喜

び申し上げます。年頭に当たり、ご挨拶

を申し上げます。

旧年元日に発生した令和6年能登半島

地震に被災された同窓会会員各位、ご家

族、またそれに追い討ちをかけるような

令和6年9月の能登半島豪雨に被災され

た皆さまに、心からお見舞いを申し上げ

ます。

先日、災害産業保健の専門家の講演を

聴く機会がありました。演者は、能登半

島地震発生後早期に能登北部に入り、被

災地の住民や自治体職員の健康維持の方

策を提言された方です。ヒトや社会が突

然の災害に直面したとき、警戒期→衝撃

期→ハネムーン期→幻滅期→再適応期 

の順序で個人や社会の適応状態が向上し

ていくことは以前から知られています 

(B.Raphael「災害の襲うとき」)。この

中で、特に再適応期に次の災害に遭うと

心が折れてしまうとのことで、能登半島

豪雨はまさに再適応期を襲った災害でし

た。地震と豪雨の二重苦を体験された皆

さまのご苦衷には、お慰めする言葉もあ

りません。

十全同窓会として、特に被害が大き

かった能登北部の基幹病院長（何れも十

全同窓会会員）にお力添えをするため、

会員の皆さまに募金をお願いし、その最

終報告を本号に掲載しております。同窓

会員の皆さまからお寄せいただいた多額

の募金に加えて、医学類学生の保護者と

思われる方々からも募金が寄せられ、同

窓会会長としてまことにありがたく、篤

く御礼申し上げます。

足元の災害のみならず、海外でも大き

な災害が起こっています。スイス在住の

知人から、以下の情報が寄せられました。

この方は現地で日本人学校の校長を長く

務められた女性で、阪神淡路大震災の体

験者でもあります。彼女曰く、

スイスに暮らし始めて一度だけ、

バーゼルで震度２の地震がありました。

夜で寝転んでいたので揺れはほんの

少しだけ感じましたが、翌日は大騒ぎ

でした。私には（阪神淡路大震災に比

べれば）何をそんなに！という感じで

した。それに加えて鉄砲水。先月はス

ペインのバレンシアで大きな災害が起

こりました。警報が遅すぎたというこ

とで政府が責められましたが、その時、

娘が住んでいるマラガも一瞬で冠水し

たのです。その一週間後、再びマラガ

が大雨に見舞われ、その時には夜にス

マホからけたたましい警報が出たそう

で、心臓が止まる！と、気を静めるの

が大変だったそうです。

スイスでは氷河が溶けて、それによ

る山崩れがゆっくりと始まっており、

ひとつの村が全体移転と決まりました。

スイスの場合は災害が少ないので、他

の村に移転してもすべての費用を国と

自治体が出すことになりました。

スイスは災害も戦争も、いちばん最

後と言われています。それでも、氷河

が溶けていることで危険区域での準備

はしています。もう、世界で安全な国

はないんじゃないでしょうか。

氷河が溶け出すのは温暖化の所為で

しょうが、地球温暖化には無関心なアメ

リカ合衆国次期大統領、氷河が溶け出し

ていることを知ってか知らずか。

本年が同窓会会員の皆さま、金沢大学

医学類・医学系ならびに十全同窓会に

とって明るい一年になりますことを祈念

し、また能登の災害復興が順調に進むこ

とを期待して、新年のご挨拶といたします。

十全同窓会会長

山本　　健

おめでとう言いづらかったお正月  (毎日新聞脳トレ川柳)
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2024年元日の夕方、能登半島を襲っ

たマグニチュード7.6の巨大地震から1

年が経過しようとしています。この間の

被災地の出来事で、世の中にあまり知ら

れていないことがあります。

能登北部には珠洲、輪島、宇出津、穴

水と各市町にいずれも200床未満の自

治体病院が1つずつあり、輪島、珠洲な

どでは死傷者数が数百人規模となったた

め、その対応に追われました。市立輪島

病院では、家屋の下敷きになって圧死し

た人達の遺体が霊安室に入りきれず、ま

た玄関ホールには2日間で160人の被災

者が殺到し、まるで戦場のような状態に

陥ったようです。震度6強に見舞われた

当院でも、天井裏のスプリンクラーの配

管の一部が破断し、大量の水がもれて、

床上7cmの浸水状態となりましたが、

電子カルテや病棟、手術室などは正常に

機能し、最小限の病院機能を維持でき、

1月3日には地震後はじめてのお産を無

事にすませることができました。  

しかし、もっとも困ったのが貯水槽の

破損で、内部の水の振動によってステン

レスパネルの溶接部が離開し、200トン

の水すべてを失ってしまいました。また、

市内全域で断水となり、このため給水車

からの水はポリタンクや大型ビニール袋

などに入れて保存し、自衛隊の1トンタ

ンクトレーラーを病院に置いてもらいま

した。大量の水を使う血液透析ができな

くなりましたが、元日の深夜までには石

川県透析連絡協議会を通して転院先が決

まりました。しかし、移動の難しい数十

人の透析患者の転院搬送は事務職員が丸

2日かけて運転して、無事に河北以南の

施設で透析を受けられるようになりまし

た。道路事情が悪く転院先に到着するま

で普段の2～3倍の時間がかかりました

が、遅くなっても快く出迎えてくれて職

員も安堵したという話を聞き、本当に感

謝しかありません。1月4日には通常の

外来診療を再開しましたが、医師が診療

できるまでには、自宅が被災しても出勤

してくれた職員が外来の倒れた本棚や割

れたガラスの後片付けをしたり、トイレ

に流す水を持参してくれたりと、事務職

員や看護師、技師、看護補助者など多職

種が懸命に動き回って病院組織が運営で

きたということを医師は知っているで

しょうか？　

さて、当院には雨水を500トン貯める

地下の大型貯水槽があり、これが無事で

したので施設管理の職員が院内配管を夜

通しで応急修理して、水洗トイレを1月

3日に復旧させることができました。そ

れまでの1日半、患者さんはもちろん職

員も簡易トイレで排泄しながら仕事を続

けていましたので、どんどん汚物ゴミが

増えて、あらためて水洗トイレの有り難

さを痛感しました。また、水を98%再

利用できるという節水型の手洗い装置が

感染対策にたいへん重宝され、節水型の

能 登 半 島 地 震 ～ 世 の 中 に あ ま り 知 ら れ て い な い 話 ～
� 公立能登総合病院管理責任者、能登支部長　吉村　光弘
� （昭和56年卒業）

令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 │ 緊 急 特 集 │
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シャワー室も患者さんにはとても好評で

した。 

七尾市内は1カ月以上も断水となりま

したが、病院には全国の自治体等からの

給水車が毎日70トンの水を届けてくれ

ました。貯水槽に給水するために、事務

職員らが寒い中を交代で外での作業をし

ていました。しかし、発災直後は血液検

査や内視鏡、手術室のための水の確保な

どについて、災害対策会議中に医師と事

務との間で厳しい言葉が交わされたこと

もありました。それぞれが自分たちの役

割を果たそうと懸命に働く中での焦りを

垣間見た瞬間でもありました。また、不

確かな情報をもとにネットでは、「機能

不全に陥るような公立病院にはこれ以上

税金を投入すべきでない」とか、「患者

を診もしないで加賀地域に送っている

だけ」といった非難が書き込まれるなど、

被災しながらも最善を尽くしている医療

関係者の心を傷つけたり、怒りのやり場

がないゆえの投稿にたいへん寂しい思い

をしました。

ちなみに、1月末の看護部の調査では、

看護師34名（約1割）が、自宅が被災し

たために避難所から通勤してくれていま

した。また、自宅通勤と答えた中にも、

被災して遠くにアパートを借りた人が

18名もいて、職員の使命感の強さに感

謝しました。2月になってDPATが避難

所で心のケアに対処しましたが、病院職

員の中にも、圧死した遺体に対応した光

景が蘇るといったPTSDや過労でうつ状

態になりかけたなどの課題も明らかにな

りました。 　

さて、救急外来には地震直後から多数

の患者さんが押し寄せてきました。1月

15日までに合計659人の救急患者（1日

平均44人）をトリアージしました。家の

下敷きなどで瀕死の黒が5人、重症の赤

が34人で、9割以上は軽症の外傷や脱水

症などでしたが、避難所生活が困難な高

齢者が多く、そのまま入院となったり、

個人病院の建物が倒壊の恐れが出たため

に入院患者13人をまとめて受け入れし

たりで、病院はあっという間に満床とな

りました。倒壊家屋の下敷きになった重

症のクラッシュ症候群や多発骨折などの

患者さんは自衛隊機で金沢や小松へ運ば

れましたが、機内で死亡するケースもあ

りました。また、患者情報の伝達がうま

く届かず、深夜に準備して待っていたの

に患者さんは別地域に運ばれていたり、

紹介状よりもはるかに重症であったりと

災害時の情報伝達の難しさを感じました。

当院は災害拠点病院ですので、通常診

療よりも被災患者の受け入れを優先する

使命があるとのDMATの指示で、震災

前から入院していて経過が安定している

患者さんをできるだけ多く転院搬送して

ベッドを確保しました。地元の患者さ

んのご協力に感謝します。満床となっ

た1月10日から計75人を加賀地域に

DMAT隊の救急車で搬送していただき

ました。

DMATは1月2日にはすでに10隊ほど

が到着し、当院には活動拠点本部が置か

れたこともあり、1月4日には当院の駐車

場はDMAT隊でいっぱいとなり、大･中

会議室には常時70〜80隊が、ピーク時

には隊員は200名を超えました。施設入

所者や入院患者の加賀地域等への避難に

は、DMATの救急車で県立中央病院に

運び、そこでメディカルチェックを受け

て搬送先を決めてもらいました。自治体

もバスなどを使って被災者を二次避難先

へ移動したことで（合計で約1万人）、過

去の大きな震災に比べて当初の災害関連

死を112人まで減らすことにつながっ

たようです。しかし、介護施設等の中に

は入居者がいなくなるのは困るといって、

DMATの助言にもかかわらず、施設内

にぎゅうぎゅう詰めにしたところもある

ようで、受け入れ先の確保も含め要援護

者の避難は現実的にはなかなか難しい面

があると感じました。

くわえて、DMATの拠点本部となっ

た当院は予想外に多岐にわたる業務で事

務職員は特に大変でした。簡易トイレ

1000個以上、灯油ドラム缶10個の荷

下ろしの手伝いや保管場所の確保などの

05vo l . 1 8 9（ 2025／ 1）



令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 │ 緊 急 特 集 │

他にも、細かな依頼や調整が多く、泥だ

らけになった階段や廊下の掃除までも職

員が行いました。今更ながらDMATの

拠点本部となる病院はとても大変だとい

うことを改めて認識しました。

一方、能登北部の避難所では廊下にも

布団を敷いての雑魚寝状態など劣悪な環

境が1カ月以上続きました。日本は道路

などのハードの復旧が得意なのですが、

慣れない被災者支援は手一杯で、契約業

者からの段ボールベッドが届いたのも一

番早い穴水の避難所でも3週間後でした。

また、避難所の食事は暖かい炊き出しが

提供できたのはごく一部で、多くは缶詰

やカップ麺などで、どうしても塩分の多

い保存食が多くなり（→災害高血圧に）、

喉も渇くのですが、仮設トイレはとても

清潔とは言えず、食べる量や水分を控え

てしまいます。ある避難所の携帯トイレ

2000個は800人の避難者で半日で底を

つき、周囲を囲った中でゴミ袋に排泄し

て穴に埋めるところもありました。 

現在、復興が遅れている原因は、なん

といっても人手不足です。高齢化率が

全国平均（29％）の約2倍の能登北部で

は、労働人口が極端に少なくなっていま

す。また、4月の新学期が始まっても小

中学生の3～4割が戻らず、小さい子を

持つ女性職員の約2割が退職したようで、

輪島では市内の9つの小学校が来年には

3つに統合される計画です。6月時点の

北部の病院の外来患者の年齢構成を震災

前と比べると、小さい子どもやその親と、

遠方に避難した高齢者が著しく減ってい

ました。つまり、被災地に残っているの

は元気な中高年が中心で、外来患者数が

半分ほどに減ったままとなっているとこ

ろが多く、震災を機に能登の人口減少が

一挙に顕在化して、まるで10数年先の

未来へワープしたかのような状況です。

陸の孤島となっている能登半島の場合

は、観光資源や伝統産業の復興と同時に、

生活には欠かせない雑貨店や美容室など

中小の事業所の支援と同時に、仮設住宅

に奪われた学校のグランドの代替地など

の社会的インフラの整備を進めるなど、

人々がそこで暮らしていきたいと思うよ

うな復興が求められています。

最後に、県内はじめ全国から多くの支

援者が能登の復興のために尽力くださっ

ていることに感謝するとともに、一日も

早く安心して過ごせる日が来ることを

願ってやみません。
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就 任 挨 拶

この度、2024年7月1日付で感染症科

学・臨床検査医学研究分野の教授を拝命

いたしました。十全同窓会の皆さまにお

かれましては、ますますご清栄のことと

お慶び申し上げます。

感染症科学・臨床検査医学分野は、内

科系研究分野再々編により、金沢大学医

学系に新設された分野です。1986年に

臨床検査医学講座の創設後、初代・松原

藤継名誉教授、二代目・橋本琢磨名誉教

授、三代目・和田隆志教授・学長が主宰

され、臨床検査医学の発展にご尽力され

ました。また、金沢大学附属病院に感染

症科が新設され、臓器横断的に感染症の

診療・管理を担当いたします。感染症を

取り巻くさまざまな問題の解決に向けて、

感染症科学・臨床検査医学分野ならびに

附属病院感染症科、感染制御部、検査部

は、異分野・各診療科と連携し、診療・

教育・研究に取り組んでまいります。

私は、2004年に山形大学医学部を卒

業後、2007年より東北大学感染制御・

検査診断学教室に入局いたしました。以

後、東北大学および関連施設で感染症

領域の診療・教育・研究に研鑽を積ん

でまいりました。2011年の東日本大震

災後は被災地の感染対策活動に取り組み、

2014年に米国ノースカロライナ大学感

染症科に留学し、薬剤耐性菌のゲノム疫

学や医療環境制御の研究を行ってまいり

ました。

コロナ・パンデミックにより、臨床現

場における感染症学の教育の重要性はま

すます高くなってきており、基礎と臨床

を融合したエビデンスに基づく感染症診

療・感染対策を実践していくことが期待

されております。大学での感染症学およ

び臨床検査医学の教育の充実に努め、感

染症の病態解析・疫学・診断・治療・予

防・制御に関する総合的な対応能力を有

する専門的人材の育成に取り組んでまい

ります。未知の感染症へ対応するため、

新しい総合的な感染症科学・臨床検査医

学を展開・実践し、診療・教育・研究に

貢献してまいります。十全同窓会の皆さ

まからのご指導ご鞭撻を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。

金森　　肇　博士
（特別会員）

新しい総合的な感染症科学・
臨床検査医学を展開・実践

　
　  

春
の
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章

太
田
　
稔
明  （
昭
和
52
年
卒
業
）

旭
日
双
光
章

北
川
　
浩
文  （
昭
和
56
年
卒
業
）

瑞
宝
双
光
章

伊
藤
　
忠
弘  （
昭
和
43
年
卒
業
） 

麻
野
井
英
次  （
昭
和
50
年
卒
業
）

　
　  

秋
の
叙
勲

瑞
宝
中
綬
章

福
原
　
　
毅  （
昭
和
43
年
卒
業
）

森
　
　
厚
文  （
昭
和
43
年
卒
業
）

小
島
　
靖
彦  （
昭
和
45
年
卒
業
）

旭
日
双
光
章

奥
村
　
良
二  （
昭
和
48
年
卒
業
） 

長
柄
　
　
均  （
昭
和
50
年
卒
業
）

松
葉
　
　
明  （
Ⅱ
会
員
）

金 沢 大 学 医 薬 保 健 研 究 域 医 学 系
感 染 症 科 学 ・ 臨 床 検 査 医 学 教 授 に 就 任
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就 任 挨 拶

この度、令和6年10月1日付で、金沢

大学医薬保健研究域保健学系・医療科学

領域病態検査学講座の教授を拝命いたし

ました。私は平成7年に金沢大学を卒業

後、馬渕宏教授が主宰される金沢大学第

二内科に入局しました。卒後臨床研修を

経て循環器内科を専門とすることに決め、

石川県内の基幹病院でさまざまな循環器

症例を担当し、多数の心血管カテーテル

検査および治療に従事しました。大学院

では先天性QT延長症候群の遺伝子解析

と、脳細胞遺伝子学の東田陽博教授のも

とで機能解析を行い学位を取得致しまし

た。大学院卒業後、米国Vanderbilt大

学で遺伝性不整脈の基礎研究に専念する

機会もいただきました。

帰国後は助教として、臓器機能制御学

の山岸正和教授のもとで、不整脈疾患を

中心とした循環器診療、不整脈の基礎・

臨床研究に携わりました。また、附属病

院検査部・腎臓内科学教授の和田隆志先

生のもとで、検査部の診療、教育、研究

にも携わりました。

令和2年に循環器内科学の高村雅之教

授のおすすめとご尽力により保健学系の

准教授に就任し、そしてこの度、数多く

の先生方のご指導とご支援を賜り、教授

に就任しました。

今後も臨床医として患者さんが納得さ

れる循環器診療を心がけ、遺伝情報を考

慮した予防医療、個別化医療を目指しま

す。学類教育では、次世代を担う優れた

医師、現場で求められる実践的な技術を

持つ臨床検査技師を育成します。大学院

教育では、医学・生命科学研究者、高度

先端医療人の育成を目指し、学生と一緒

に世界水準の研究に取り組んでまいりま

す。金沢大学十全同窓会の先生方におか

れましては、引き続きご指導ご鞭撻を賜

りますよう、何卒よろしくお願い申し上

げます。

林　　研至　博士
（平成7年卒業）

次世代を担う優れた医師、
実践的な技術を持つ
臨床検査技師を育成

金 沢 大 学 医 薬 保 健 研 究 域 保 健 学 系 ・
医 療 科 学 領 域 病 態 検 査 学 講 座 教 授 に 就 任

令和7年1月1日付で、金沢大学産科

婦人科学の教授を拝命しました安
あびこかおる

彦郁と

申します。十全同窓会の会員の皆さまに

ご挨拶させていただきます。

私は平成12（2000）年に大阪大学医

学部を卒業後、京都大学婦人科学産科学

に入局し、京都大学および関係病院で研

修の後、平成21（2009）年に博士課程に

進みました。腫瘍免疫の研究に取り組み、

平成25（2013）年に卵巣癌腹膜播種にお

けるPD-L1の発現の研究で学位を取得し

ました。当時は免疫チェックポイント阻

害薬が初めて臨床応用された時期でした。

Nivolumabの医師主導治験に関わって、

自分がマウスモデルで見た腫瘍縮小が、

不治と考えられていたプラチナ耐性再発

卵巣癌の患者さんの中で実際に起こるの

を目の当たりにして、基礎研究を行う意

義を強く感じました。平成31（2019）

年からは国立病院機構京都医療センター

に赴任し、翌年より診療科長を務めまし

た。専門は婦人科腫瘍で、特にロボット

手術に重点的に取り組んでおります。

ロボット手術は婦人科では平成30

（2018）年に保険収載され、これから発

展が見込まれる領域です。私は平成28

（2016）年に先進医療・自費診療でロ

ボット手術を開始し、若手術者育成に注

力してまいりました。京都医療センター

には新しい手術手技を学びたい産婦人科

医が多く集まり、6年間で16名の新規ロ

ボット術者が生まれ、各地で活躍してい

ます。

産婦人科には生命の誕生をサポートす

る周産期・妊孕の分野もあり、やりがい

のある診療科です。カバーする領域は広

く、多くの仲間を育てる必要があります。

今後はこれまでの経験を活かして学生や

若手医師の育成に取り組んでいくととも

に、さまざまな専門分野の先生方と協力

しながら研究も積極的に行っていきたい

と考えております。会員の先生方には何

とぞご指導のほど、よろしくお願い申し

上げます。

安彦　　郁　博士
（特別会員）

カバーする領域は広く、
多くの仲間を育てたい

金沢大学医薬保健学域医学系・産科婦人科学教授に就任
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金 沢 大 学 が ん 進 展 制 御 研 究 所
免 疫 環 境 ダ イ ナ ミ ク ス 研 究 分 野 教 授 に 就 任

このたび、2024年10月1日付で金沢

大学融合研究域融合科学系の教授を拝命

いたしました。私は2006年に金沢大学

医学部を卒業後、東京の聖路加国際病院

での内科研修、そして福岡の小倉記念

病院での循環器専門研修を経て、2013

年より金沢大学大学院に進学しました。

大学院では循環器遺伝学研究に従事し、

2014年から米国マサチューセッツ総合

病院のKathiresan研究室に2年3カ月

留学しました。同研究室では心疾患関

連遺伝子の研究を行い、特にCETP遺伝

子研究では、LDL-Cの低下を介するこ

とが同遺伝子蛋白切断型変異保因者の心

血管疾患に対する保護効果の主因である

ことを国際共同研究で実証しました。帰

国後、当時の米国大統領オバマ氏が提唱

した「Precision Medicine Initiative」

にヒントを得てデジタル医療研究への転

換を決意しました。以後はデジタル療法

（DTx）開発から始まり、人工知能/機械

学習、ウェアラブルデバイス、ビッグ

データ解析などの分野へと研究領域を広

げました。そのような中で2021年に金

沢大学に新しく設立された融合研究域は、

VUCA時代に対応する文理医融合によ

る未来知の創造を目指す点で私の研究分

野と相性が良く、2022年より同学域の

准教授として赴任をいたしました。現在

は、ゲノムとデジタルを融合させた「デ

ジタロミクス（Digitalomics）」という

新たな研究分野を確立し、その発展に取

り組んでいます。この度の教授就任を新

たなスタートとして、研究分野のさらな

る発展に邁進していく所存です。今後と

も同窓の先生方のご協力・ご支援を賜り

ますようお願い申し上げます。

野村　章洋　博士
（平成18年卒業）

デジタル医療とデジタロミ
クスの発展を目指して

金 沢 大 学 融 合 研 究 域 融 合 科 学 系 教 授 に 就 任

令和6年4月1日付で、金沢大学がん

進展制御研究所免疫環境ダイナミクス研

究分野の教授に着任致しました。金沢大

学十全同窓会の先生方に謹んでご挨拶を

申し上げます。

私は京都大学理学部を卒業後、同大学

院生命科学研究科に進学し、細胞死受容

体Fasの発見者である米原伸先生の下で、

成人T細胞白血病の発症機構に関する研

究に従事いたしました。学位取得後は、

当時東京医科歯科大学にて独立したばか

りの若き教授であった高柳広先生の研究

室の門を叩き、骨と免疫系の新規分野融

合領域・骨免疫学の研究に携わりました。

その後、高柳先生が東京大学大学院医学

系研究科免疫学教授へのご異動に伴い、

私も助教として移籍し、さらに骨免疫学

寄附講座の特任准教授を経て、17年と

いう長きにわたり高柳先生の下で研究を

続けてまいりました。この間、自己免疫

応答に関わるヘルパーT細胞の分化機構、

関節リウマチや多発性硬化症などの自己

免疫疾患の病態機構のほか、炎症性骨形

成や骨髄における造血微小環境、がん骨

転移の病態誘導機構などさまざまな疾患

の骨と免疫系の相互連関を見出し、病態

理解と創薬標的の同定に繋げてまいりま

した。現在は、これまでの実績を基盤と

して、免疫系を軸とした異種細胞間ネッ

トワークの観点から、がん・炎症病態に

潜む組織微小環境の解明に取り組み、疾

患の予防・治療に向けた医療技術開発に

繋げることを目指しています。骨を扱う

研究も強みとしておりますため、骨・骨

髄を侵す腫瘍の微小環境に着眼したがん

研究にも取り組んでおります。自然科学

に対する知的好奇心とチャレンジ精神を

胸に、国内外に発信できるような質の高

いサイエンスを築き上げ、医学・医療に

貢献できるよう一層精進してまいりたく

存じます。今後ともご指導ご鞭撻の程何

とぞよろしくお願い申し上げます。

岡本　一男　博士
（特別会員）

免疫系を軸とした
組織微小環境の解明を目指して
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令和6年11月1日付で、神戸大学大学

院医学系研究科・病理学講座分子病理学

分野（旧病理学分野）の教授を拝命しまし

た。私は平成17年に東京大学医学部を

卒業後、同大学呼吸器内科、米国留学を

経て、大阪大学がんゲノム情報学教室に

着任しました。当時はゲノム解析に明

け暮れる日々でしたが、前田大地先生

（現・分子細胞病理学教授）から「病理の

領域では新しい手法を取り入れないと世

界と戦えない」とお声がけいただき、私

自身も病理学研究という新しい領域に挑

戦したいという思いが芽生え、令和4年

から本学分子細胞病理学教室に赴任しま

した。

本学では、前田教授から病理学研究の

基礎を学び、病理検体に関しては、附属

病院病理部の池田博子先生、水口敬司技

師の協力を得て、肺癌の分子病理学研究

を飛躍的に進めることができました。そ

の際、呼吸器内科の矢野聖二教授、呼吸

器外科の松本勲教授から多大な協力を賜

りました。また、間質性膀胱炎や髄膜腫

など、新たな疾患領域の研究にも携わる

貴重な機会をいただきました。さらに、

病理解剖を経験し、各臨床科の先生方と

のディスカッションを通じて、臓器を俯

瞰的に捉える幅広い視野を持つことがで

き、私にとって大きな財産となってい

ます。 

なかでも、血管分子生理学の内藤尚道

教授からは、血管の領域にとどまらず、

幅広い分野にわたるご指導を賜り、大型

プロジェクトにおいて分担させていただ

く貴重な機会を頂戴しました。また、呼

吸器内科の渡辺知志特任准教授とは、さ

まざまな呼吸器疾患を対象にオリジナリ

ティの高い研究をご一緒させていただき、

日々新たな発見に胸を躍らせながらエキ

サイティングな毎日を過ごすことができ

ました。前田教授をはじめとする分子細

胞病理学教室のスタッフの皆さま、そし

てこれまでご指導いただいた諸先生方に、

改めて深く感謝申し上げます。

神戸大学・分子病理学教室では、本学

で学んだことや築いた人脈を最大限に活

用し、臨床に還元する橋渡し研究、そし

て病理研究者の育成に取り組んでまいり

ます。さらに、金沢大学と神戸大学の新

たな架け橋として、両大学の相互発展に

貢献してまいりたいと考えています。今

後とも、変わらぬご指導とご支援を賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。

堀江　真史　博士
（特別会員）

新たな架け橋として、
両大学の相互発展に貢献

神 戸 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科 ・
病 理 学 講 座 分 子 病 理 学 分 野 教 授 に 就 任

就 任 挨 拶
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受 　 　 賞

第18回頭頸部癌基礎研究会
優秀論文賞・功労賞受賞

近藤　　悟
（平成11年度大学院修了）

金沢大学附属病院

耳鼻咽喉科頭頸部外科

この度、2024年6月19日にアクトシ

ティ浜松で開催された第18回頭頸部癌

基礎研究会において優秀論文賞ならびに

功労賞を受賞しましたので謹んで報告申

し上げます。

受賞論文は、上咽頭癌の発症にEp-

stein-Barrウイルス（EBV）の潜在膜タ

ンパク質1（LMP1）に誘導されるDNA

メチル化機序を解析したもので、BBA 

Mol Basis Disに採択されました。

本研究は、千葉大分子腫瘍学との3年

を超える共同研究の成果であり、また、

これまで通算3回本論文賞に応募したこ

との功績も認められ、同時に功労賞を受

賞しました。

上咽頭癌は、EBVが関連する高転移性

の悪性腫瘍であり、DNAメチル化など

エピゲノム異常がその発症に重要な役

割を果たしています。また、EBVの主要

な癌遺伝子LMP1は、癌抑制遺伝子の

DNAメチル化を誘導することで上咽頭

癌発症に寄与することが報告されていま

す。本研究では、上咽頭癌組織とメチ

ロームデータを包括的に解析し、LMP1

が誘導するメチル化遺伝子を抽出しその

意義について検討しました。標的遺伝子

を抽出すると、DERL3がLMP1発現に

より最も有意なメチル化遺伝子として特

定されました。このDERL3によって細

胞増殖能、遊走能、および浸潤能が有意

に上昇することが分かり、上咽頭癌の発

症に寄与することが示されました。

本研究においてご指導いただきました

吉崎智一教授と耳鼻咽喉科頭頸部外科教

室の先生方、千葉大学分子腫瘍学金田篤

志教授と同教室の先生方に、この場を借

りて厚く御礼申し上げます。

令和6年度筑波大学
若手教員奨励賞受賞

堀　　大介
（平成24年卒業）

筑波大学医学医療系

産業精神医学・宇宙医学グループ

私は平成30年に金沢大学大学院医薬

保健学総合研究科を修了し、筑波大学に

入職しました。産業医として勤務しなが

ら、メンタルヘルス、労働安全衛生、予

防医学に関する研究に従事しています。

この度、筑波大学若手教員奨励賞を受賞

しましたので、謹んでご報告申し上げま

す。本賞は前年度に顕著な業績を上げ、

筑波大学の研究力向上に貢献した若手教

員に授与されるものです。

令和5年度の主な業績としては、新型

コロナワクチン接種の優先対象の設定

に関する疫学データの分析を行い、将来

のパンデミック対策に資する知見を得

ました(JMIR Public Health Surveill. 

2023;9:e42143)。また、エムポックス

のワクチン接種の受容率についても報告

しました（Vaccine. 2023;41(27):3954-

3959)。他にも、設計・分析に携わった公

立小学校・中学校等教員勤務実態調査研究

の報告書を作成したり、日本産前産後ケア

子育て・支援学会学術集会を事務局長とし

て主催したりといった活動も行いました。

多くの方々と協力しながら成果を形にでき

たことは、何物にも代えがたい経験であり、

充実感を持って取り組むことができました。

今回の受賞は筑波大学の松崎一葉教授

や東北大学の田淵貴大准教授をはじめ、

学内外の多くの先生方のご支援の賜物で

す。特に、大学院時代からお世話になっ

ている中村裕之教授ならびに公衆衛生学

教室の皆さまには、この場を借りて厚く

御礼申し上げます。

金沢大学で培った学びが現在の活動の

基盤となっていることを改めて実感して

おります。十全同窓会の先生方におかれ

ましては、今後ともご指導ご鞭撻を賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。

第35回日本緑内障学会
優秀学術展示賞受賞

和田　康史
（平成26年度大学院修了）

金沢大学眼科協力研究員

この度、令和6年9月に開催された第

35回日本緑内障学会において、「アルド

ステロン全身投与でのラット視神経乳頭

部血管抵抗の解析」の演題にて優秀学術

展示賞を受賞しましたので、謹んでご報

告申し上げます。

緑内障は網膜神経節細胞死が生じるこ

とで進行性の視野欠損を起こし、失明に

至る疾患であり唯一エビデンスのある治

療法は眼圧下降です。しかし十分な眼圧

下降にもかかわらず視野障害が進行する

症例が存在し眼圧以外の要因の可能性が

報告されています。そして血管関連疾患

である原発性アルドステロン症は多臓器

に影響を及ぼす疾患で、眼疾患では緑内障

との関連も近年報告さています。そして

アルドステロン持続投与ラットにて、眼圧

は変化せずに網膜神経節細胞死が生じる

との報告があり、眼圧に依存しない緑内障

との関連が想起されます。そこで我々はア

ルドステロン全身投与ラットモデルにて

眼圧非依存性の網膜神経節細胞死の機序

解明をすべく研究を行い、同モデルにおい

て網膜神経節細胞数の減少、視神経乳頭血

流速度の低下、血管径の狭小化、そして今

回の研究発表内容である血管抵抗の増加

を報告しました。本研究モデルでは眼組

織血流と網膜神経節細胞数に有意な負の

相関がみられたこと、血管壁硬化や高血管

抵抗は血流低下や視神経乳頭出血等の緑

内障進行リスクが増加すると考えられて

いることから、ラット動物モデルにおいて

も血管抵抗の評価は緑内障進行判定パラ

メータの一つとなる可能性を示しました。

最後に、今回の受賞にあたり、いつも

研究のご指導をいただきます杉山和久名

誉教授、東出朋巳准教授、金沢大学眼科

教室の先生方にこの場を借りて厚く御礼

申し上げます。
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受 　 　 賞

第33回日本脊椎
インストゥルメンテーション学会

最優秀口演賞受賞

石野　雄士
(平成30年卒業) 

金沢大学整形外科

この度、令和6年9月に開催された第33

回日本脊椎インストゥルメンテーション学

会におきまして、「転移性脊椎腫瘍におけ

る腫瘍内flow voidのvascularity評価とし

ての有用性についての検討」に対し、最優

秀口演賞を頂戴いたしましたことを謹んで

ご報告申し上げます。本研究は、転移性脊

椎腫瘍手術における大量出血の重大な懸念

に対し、腫瘍の血管新生を非侵襲的かつ定

量的に評価する新たな指標として、単純

MRIにおける腫瘍内flow void径の有用性

を検討したものです。従来、血管性評価に

は侵襲的なデジタルサブトラクションアン

ギオグラフィー（DSA）がゴールドスタン

ダードとされています。本研究では、IFV

径がDSAによる血管新生評価と高い相関

を示し、さらに組織型に基づく評価と比較

して優れた診断性能を有することを明らか

にしました。134例の転移性脊椎腫瘍患者

を対象に、単純MRIで測定されたIFV径

が術中出血量およびDSAによる血管新生

グレードと有意に関連することを示しまし

た。ROC解析では、IFV直径2.5mm以上

が高血管性腫瘍（DSAグレード3以上）を

予測する上で高い感度（77.1%）と特異度

（98.4%）を示しておりました。この結果は、

標準的なMRIを用いた簡便かつ再現性の

高い血管新生評価手法として、臨床現場に

おける前手術計画の最適化や術中出血リス

クの低減に寄与する可能性を示しています。

特に、DSAのような高度な専門技術を要さ

ずに導入できる点は、幅広い医療機関での

実用化を後押しするものです。最後に、本

研究を指導してくださった加藤先生、出村

教授をはじめ、研究室の皆様に深く感謝申

し上げます。日頃よりご支援ご鞭撻を賜っ

ております十全同窓会の皆様にも心より御

礼申し上げます。今後とも、ご指導ご鞭撻

のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

第35回日緑内障学会
一般講演座長賞受賞

宇田川さち子
（平成30年度大学院修了）

金沢大学附属病院眼科

この度、第12回日緑内障学会で一般

演題 座長賞を頂戴いたしましたので、ご

報告申し上げます。受賞した演題は、

「Preperimetric Glaucoma and Glau-

coma Suspect Study 2年間での眼底進

行」です。本研究は、日本緑内障学会の

プロジェクト推進委員会で行われている

多施設共同研究（国内16施設）のひとつ

です。本邦における緑内障極早期例と近

視性乳頭を含む疑似緑内障例の臨床像の

解明を目指し、前視野緑内障、緑内障疑

いおよび早期緑内障の縦断的観察（5年

間）により視野障害の発現進行とそれに

関連する因子などを解析することを目的

とした前向きコホート研究です。

緑内障は、網膜神経節細胞とその軸索

である網膜神経線維が障害され、視野

（見える範囲）が障害される疾患です。日

本における中途失明原因の第1位であり、

国内の緑内障疫学調査 （Tajimi Study）

では、40歳以上の日本人における緑内

障の有病率は 5.0％と報告されています。

そのため、早期発見、早期治療、そして

治療継続が非常に重要です。

今回は、緑内障疑い眼、眼底は正常であ

るが反対眼が緑内障もしくは前視野緑内

障の眼、前視野緑内障眼について、2年間

での眼底進行判定を検討しました。眼底

進行の関連因子（多変量解析）は、前視野緑

内障（ハザード比=7.97、p=0.024）と乳頭

出血（ハザード比=5.18、p=0.001）でした。

今後は、ベースラインデータの確定、

眼底進行、視野の進行解析など臨床に還

元できるよう研究をさらに発展させてま

いりたいと思います。研究のご指導を賜

りました東出朋巳准教授、杉山和久名誉

教授、新家眞先生（東京大学名誉教授）、

ならびに共同研究者の先生方に心より感

謝申し上げます。
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2024年8月21日（ 水 ）～24日（ 土 ）、

処暑の金沢にて、金沢大学宝町キャン

パス十全講堂・医学部記念館（金沢市）

を会場とし、和田隆志学長が会頭を務

められたThe 6th International Con-

ference of D-Amino Acid Research 

(IDAR2024)お よ び 第18回 日 本D-ア

ミノ酸学会合同大会を開催いたしました。

全ての人が安全に参加できるように基本

的な感染予防策を講じる中で、全体参加

者173名、海外からは7ヵ国より33名

の参加がありました。新型コロナウィル

ス感染症の流行を乗り越え、再びの対面

による国際会議に世界各国の専門家の皆

さまをお迎えし、盛会のうちに大会を終

えることができましたこと、さらに、本

大会の開催にむけて、国内外の組織委員

の方々をはじめ、多くの関係の皆さまか

ら多大なるご支援とご指導を賜りました

ことに対し、改めまして厚く御礼申し上

げます。

本大会では、生物学、化学、医学、薬学、

工学、農学といった多分野からD-アミ

ノ酸の研究者が集い、最新の知見を語り

合い、包括的に交流を深める機会となり

ました。代謝と輸送、分析法、D-アミノ

酸に関与する神経生理学、免疫学、がん

生物学、腎臓学、内分泌学などのテーマ

に、新規診断法、食品や医薬品など臨床

応用（診断と治療）の視点が加わり、活気

あふれる議論が行われました。これまで

の先人たちが築き上げてきた進歩に加え

て、本大会ではさらに新たな展開や発展

の議論ができ、とても有意義な会であっ

たと思います。

白熱する議論の合間には、来日された

多くの先生方に市内ツアーやシンポジウ

ム・ディナーにご参加いただき、金沢の

豊かな伝統と文化を体感していただけま

した。抜けるような晴天の下、しいのき

迎賓館で行われたディナーにおいては、

十全同窓会の同窓の皆さまで構成された

メディカルオーケストラ金沢による素晴

らしい演奏のもと、学術的つながりを超

えた会員同士の懇親が深められ、大変楽

しいひとときとなりました。

結びにあたり、本大会にご司会、ご発

表、ご参加いただいた多くの皆さま、そ

して協賛や展示などでご支援をいただい

た企業の皆さま、医療機関の皆さま、運

営に携わっていただいたスタッフの皆さ

まに対し、心より御礼を申し上げます。

（The 6th International Confer-

ence of D-Amino Acid Research 

〈IDAR2024〉事務局　

� 金沢大学腎臓・リウマチ膠原病内科

� 岩田　恭宜、水島伊知郎：記）

学 会 報 告 等

The 6 th Internat ional Conference o f D-Amino Ac id Research 
(IDAR2024)� 日時／令和6年8月21日（水）〜24日（土）　場所／十全講堂・医学部記念館
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令和6年11月1日より4日にかけて、

第77回日本胸部外科学会定期学術集会

を金沢で開催させていただきました。日

本胸部外科学会(JATS)は当時の結核外

科懇談会が発展し、卜部美代志金沢大

学名誉教授を含む9名の合意により、昭

和23（1948）年11月3日、東大内科講

堂で第1回胸部外科研究会が開催された

ことに源を発します。第10回を卜部美

代志教授、第40回を岩 喬教授が金沢で

開催された後、37年ぶりに金沢で開催

でき、海外招聘22名と3700名以上の

参加者を得て、盛会裡に開催できました

ことは私にとって至上の喜びであり、十

全同窓会の関係各位に感謝申し上げます。

ありがとうございました。

今回の学術集会のテーマは Singular-

ity -Escape from Inertia-としました。

Singularity（特異点）とは、天文学にお

いては、重力場が無限大になる「重力の

特異点」であり、そこを特異点としてブ

ラックホールを形成します。最近では

「技術的特異点」のことを意味し、人工知

能が人間の知性を超えることを言います。

Inertiaとは「慣性」という意味で、例え

ばビジネスの世界で、老舗企業が何百

年も操業できているのはいい意味での

Inertiaをもっているからであり、悪い

企業風土のInertiaがあると、それから

脱却(Escape)できなくなります。日本

胸部外科学会は歴史ある学会であり、心

臓血管外科、呼吸器外科、食道外科の三

領域の独自の発展により、胸部外科学会

の存在意義を再認識する必要性に迫られ

ています。Singularity、そこに込める

気持ちは、今回の学術集会が、胸部外科

学会の三分野の新たな展開、2026年の

三分野独立会長制へ移行時としての特異

点となれるようにとの思いからです。

今回は米国胸部外科学会(AATS)との

共同で、僧帽弁手術に特化したAATS/

JATS Mitral Conclave Workshopを

11月1～2日にかけて同時開催しました。

この会は2年毎にNew Yorkで開催され

ていて、その間隙に米国以外でWork-

shopとして行われ、今回が2回目の日

本での開催となります。全世界から著名

な心臓外科医が一堂に会し、内容の濃い

議論ができました。また同時に呼吸器

外科領域のAATS/JATS International 

Thoracic Surgical Oncology Sum-

mitも初めて日本で開催され、多くの海

外招請と参加者があり、今後の定期的開

催が決定しました。

地方での開催、しかも元日の能登半島

地震の後ということもあり、参加者の減

少も危惧しましたが、多くの参加を得て

ほっとしております。今回大がかりな全

員懇親会は行いませんでしたが、能登支

援の気持ちを込めて、会議後のひととき、

のとワイン、能登のお酒などを振る舞い、

wine & cheeseという形で、ささやか

なおもてなしとさせていただきました。

金沢の地で日本胸部外科学会定期学術

集会を担当できましたこと、十全同窓会

の各位に感謝申し上げて、学術集会開催

のご報告とさせていただきます。

� （竹村　博文：記）

学 会 報 告 等

第 7 7 回 日 本 胸 部 外 科 学 会 定 期 学 術 集 会
� 日時／令和6年11月1日（金）～4日（月）　場所／石川県立音楽堂、ホテル日航金沢、ANAクラウンプラザホテル金沢

14 � v o l . 1 8 9（ 2025／ 1）



2024年11月29日（ 金 ）か ら11月30

日（土）にかけて、第62回日本神経眼科

学会総会を金沢市文化ホール（石川県）に

て開催いたしました。

神経眼科学（Neuro-ophthalmology）

は、Neuroscience（神経科学）を基盤と

するあらゆる学問、すなわち神経内科学、

脳神経外科学、精神科学、神経放射線学、

神経耳科学、神経生理学、神経化学、神

経解剖学などと眼科学を結びつける学際

的領域の独立した学問大系とされていま

す。眼の神経科学的情報としては、視覚、

眼球運動、眼瞼運動、瞳孔運動、調節、

輻湊および開散などがあり、眼は中枢神

経系、自律神経系、および脳神経機能の

豊かな表現器であり、日本神経眼科学会

はこうした神経眼科学的情報を適切に精

細に把握、分析し、診断、治療に利用す

る学問を育成発展させることを目的に設

立されました（日本神経眼科学会HP）。

神経眼科は、未だ病態や治療法が十分

に解明されていない疾患や症候群が多く

残されている分野です。しかし近年、視

神経脊髄炎におけるAQP4抗体の発見

など、病態の解明が進展し、それに基づ

く新しい治療法が急速に発展している分

野でもあります。本総会では、最先端の

診断や治療についても活発に議論が行わ

れました。特別講演には、神戸大学医学

部眼科学教室の中村誠教授に、「Leber

遺伝性視神経症の謎と展望」という演題

でご講演を賜りました。

本学会が北陸地方で開催されるのは初

めてのことであり、最新の話題を議論す

るだけでなく、初心者から上級者まで楽

しんで学べるよう工夫を凝らしました。

会期前には講演内容を理解するための

「事前セミナー」をオンデマンドで配信し、

教育プログラムにも力を注ぎました。

大変多くの方々にご参加いただき、盛

況のうちに終了することができました。

本学会で議論したことを活かし、今後も

神経眼科領域の発展や神経眼科診療に貢

献できるよう尽力してまいります。

（第62回日本神経眼科学会総会会長　

� 大久保真司：記）

第 6 2 回 日 本 神 経 眼 科 学 会 総 会
� 日時／令和6年11月29日（金）～30日（土）　会場／金沢市文化ホール
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臼井溢先生の逝去を悼み、お悔やみを申し上げます。

臼井先生から金沢大学全学また金沢大学医学系が賜ったお力添

えは、枚挙に遑がありません。具体的なお力添えの内容は、学長

始め直接臼井先生の謦咳に触れられた皆さまが追悼文に述べてお

られる通りです。

一方、臼井先生と十全同窓会との直接的な接点は思いの外少な

く、同窓会総会の場で表彰式が行われる 「高安賞」 (平成15年に

臼井先生のお力添えで設置・医学系研究科博士課程において発表

された学位論文が選考対象）授与式の場で、毎年臼井先生のご遺

徳を受賞者と総会出席者に紹介するのが同窓会会長の役目になっ

ておりました。

さらに令和6年1月に同窓会会員諸氏にご協力をお願いした 「令

和6年能登半島地震 災害救援募金」 に際しては、臼井先生個人の

お名前で高額の募金を頂戴しました。まことにありがたく、改め

て感謝と御礼を申し上げます。

臼井先生のご遺徳を偲び、ご冥福をお祈り申し上げます。

� 十全同窓会会長　山本　　健　（昭和48年卒業）　
	

追 悼  臼 井  溢  先 生 （ 昭 和 3 9 年 卒 業 ）

謹んで臼井溢先生の逝去を悼み心から

お悔やみ申し上げます。

私が臼井先生に初めてお声掛けいただ

いたのは、十全同窓会理事長の任に就い

た平成15年、医学部に学術賞を設ける

件であったかと記憶しています。先生は

母校愛が極めて強くあられ、即断即決で

ございまして、金沢大学の発展に多大な

るご尽力を賜りました。記憶鮮明な事象

を幾つか申し上げさせていただきたく存

じます。

学長時代にはベトナムを始めとした東

南アジアからの留学生の増加に外務省を

紹介いただくなど、大学の国際化にご尽

力いただき、また、男女共同参画にご支

援いただきました。

学長退職後、学長時代に成し得なかっ

た旧制第四高等学校に関係する建物を角

間に設けたいとの思いをお話しさせてい

ただきました際、先生は、即座に「何と

かしましょう」と話され、現在、臼井ホー

ル建設へと進展致しました。また、先生

から、平成28年10月24日に、「昨日の

日経新聞（奈良女子大学が岡潔賞を創設

した記事）見ました？金沢大学も西田幾

多郎・鈴木大拙賞を出したら？」とのお

電話をいただき、小生も大いに賛同、今

日の「鈴木大拙―西田幾多郎記念金沢大

学国際賞」創設に至りました。ここに改

めまして感謝御礼申し上げます。

先生のご遺徳を偲び、心からご冥福を

お祈り申し上げます。

臼井溢先生を偲んで

中村　信一　（昭和43年卒業）

十全同窓会名誉会長　
元金沢大学長

故 臼井溢先生
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金沢大学医学部に入学して、課外活動

に選んだのが金沢大学医学部山岳部でし

た。同級生で山岳部に入ったのは6名で

したが、その中に臼井君と私がいまし

た。夏の山岳部の行事は7月の剱沢での

合宿と、その後の縦走でした。合宿では

最初にザイルを使って下る練習をしまし

た。ザイルで崖を下るのは下を見る必要

がないので怖くなくて良かったですが、

岩場を登るのは、私は臆病者であまりや

りませんでした。臼井君はどうだったろ

うか？岩場で活躍したという話は聞いた

ことがないので、やはり私と同じだろう。

合宿の後は立山から槍が岳までとか立

山から後ろ立山を経て白馬までを幕営し

ながら歩きました。飯ごうで飯を炊いた

時、始めちょろちょろ中ぱっぱを初めて

知りました。標高2,000ｍ以上の北アル

プスを自炊しながら踏破するのは素晴ら

しい経験でした。上高地に無事下った時

の歓びは筆舌に尽くしがたいものでした。

一緒に南アルプスへ出かけたこともあ

りました。秋山で登山者が少なく、雄大な

眺めを満喫しました。陽が傾き無人の山小

屋に着きました。テントを張らずに小屋に

泊まろうと決めました。無人なら無料で泊

まれるだろう。ところが後から主が登って

来て、素泊代を取られたことがありました。　

医学部山岳部で活躍したのは20から

22歳頃、体力的にもピークの頃と思いま

す。あれから60年以上、近年も君が南ア

ルプスを歩いた記事を読んだことがあり

ました。登山道に現れたリスがとても可

愛かったそうです。だから君がお元気だと

思っていました。とても寂しいことです。

君は母校の金沢大学のために長年に

わたり、めざましい貢献をされました。

我々には到底及ばないところです。君の

高い志を称えます。

ヤッホー！　臼井 溢 君

藤村　和昌　（昭和39年卒業）

藤村有松眼科医院

剱岳山頂にて、前列中央が臼井君　
その後ろ白シャツが私

南アルプス駒ヶ岳か、前列左が臼井君　
真ん中が私　いずれも昭和42年頃

医療法人社団明徳会前理事長・学校法

人十全青翔学園学園長、臼井溢先生が、

去る令和6年10月7日に享年86で逝去

されました。

金沢大学医学部を昭和39年に卒業さ

れた臼井先生は、昭和45年に本学大学

院医学研究科を修了されました。その間、

アメリカ・ニューヨーク市立病院にて臨

床のご研鑽を積まれました。臨床でのア

メリカご留学は現在にも増して大変であ

ることは想像にかたくありません。その

先進的なご発想と素晴らしいご業績に改

めまして深く感銘を受けております。大

局を常にご覧になり、我々後輩に俯瞰的

に適切なアドバイスをくださるその視点、

視座、視野はそのころから培われてこら

れたと拝察いたします。これまでの臼井

先生との面談では、いつも姿勢良く、足

取り軽やかに笑顔でご指導をいただいた

ことがとても印象的です。金沢大学のあ

るべき将来像を大所高所から熱く語るお

姿を拝見するたびに、本学への愛情あふ

れる思いを感じておりました。これまで

のご厚情は本当にありがたく、改めて感

謝を申し上げます。

哲学、東洋思想に造詣が深い先生には、

鈴木大拙―西田幾多郎記念金沢大学国際

賞の創設にも多大なるご尽力を賜りまし

た。医学系学生への高安賞等の設立をは

じめとするさまざまなご支援もいただい

ており、本学の研究・教育の推進と一層

の国際貢献につながっております。現在、

先生のご篤志による臼井ホールの計画も

進んでおります。打ち合わせを兼ねて

逝去の2週間前にもお目にかかりました。

臼井ホールでの国際賞授賞式を大変楽し

みにしていらしただけに、このようなお

別れの時を迎えて残念でなりません。

先生の訃報に接し、葬儀に先立ち浜松

に参りました。これまでと同様に大変穏

やかな表情をされていらっしゃいました。

徳に満ちた臼井先生のお考え、歩みは、

我々後進に深い感銘を与え続けておりま

す。我々は金沢大学を一層発展させるよ

うに努力を続けます。臼井先生のお志と

長年のお力添えに感謝しつつ、心よりご

冥福をお祈り申し上げます。

臼井先生のお志に
心からの感謝を込めて

和田　隆志　（昭和63年卒業）

十全同窓会理事
金沢大学長
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臼井溢先生逝去の報に接し、謹んでお

悔やみ申し上げます。

臼井先生からいただいた本学への想い

は、私が申し上げるまでもなく、非常に

大きなものでした。学術研究振興、若手

研究者育成に貢献することを目的に、優

秀な学位論文を発表した博士課程修了者

を表彰する高安賞を、平成15年に創設

していただき、令和5年に創設20周年

を迎えました。受賞者の多くはその後も

研究者として活躍しています。若手支援

はこれに限らず、医学類、医薬保健学総

合研究科、先進予防学研究科で学ぶ学生

たちが海外における諸活動や国内で医学

研究を進める際の研究活動促進のために、

平成28年に金沢大学学生医学研究推進

臼井奨学金を設立してくださいました。

このような医学者・研究者教育のための

みならず、金沢大学の前身である第四高

等中学校に学んだ鈴木大拙、西田幾多郎

両氏を冠した鈴木大拙―西田幾多郎記念

金沢大学国際賞を平成29年に創設され

ました。哲学、思想、宗教の分野で国際

的業績を挙げた研究者を顕彰し、さらに

は次世代の若者を育て、学術研究の発展

を願うものです。先生はこれらの大学の

国際化、学術向上へのご支援に加え、ダ

イバーシティ研究環境形成に貢献した教

職員等及び優れた女性研究者を顕彰する

金沢大学ダイバーシティ顕彰へもご厚志

を提供していただきました。先生は、令

和4年には同顕彰のかいのきダイバーシ

ティ推進賞緑蔭賞を受賞されました。

数年前に、上記の受賞者に関わる先生

へのご報告が、かなり長い期間にわたっ

て不十分であることが判明しました。私

が十全同窓会報編集委員長の用務を務め

ていた時代のことです。先生の本学への

ご厚志を踏みにじるにも等しい愚行であ

ると感じましたが、改善をご説明させて

いただくことで、寛大なお心でご容赦い

ただきました。当時私個人宛に、先生お

よび先生のご施設の活動をまとめた資料

を送っていただきました。先生の想いの

大きさを紙面から読み取ることができ、

先生のお心を再認識したことを記憶して

います。

臼井先生の本学への想い、さらには母

校愛を越えた普遍的な愛情の意味をお教

えいただきました。金沢大学に関係する

一員として誇らしく感じます。先生のご

冥福をお祈り申し上げると共に、先生の

御意志を受け継ぐことをお誓い申し上げ

ます。

臼井溢先生を偲んで

絹谷　清剛　（昭和61年卒業）

十全同窓会理事長
金沢大学副学長

追 悼  臼 井  溢  先 生 （ 昭 和 3 9 年 卒 業 ）

先生は、医学の中核をなす母校金沢大

学医学部の発展に多大な貢献をされてき

ました。世界規模の医学研究の推進や学

生教育の充実に私財を投じ、学生実習用

光学顕微鏡の提供に始まり、若手研究者

のモチベーション向上にも寄与した高安

賞の創設に至るまで、地域と世界に開か

れた教育重視の研究大学金沢大学医学部

の充実発展に多大な足跡を残されました。

また、地元の浜松市では、かば記念病院の

開業を皮切りに、協立十全病院（現在の十全

記念病院）、介護老人保健施設エーデルワイ

ス等を開設し、さらには、医療従事者の教育

機関として静岡医療科学専門大学校を開校

されました。建学の精神に、1.教育とは心に

火をつけることである、2.総合的人間力の豊

かな医療人の養成、3.文武両道を掲げ、理学

療法学科、作業療法学科、医学工学科、看護

学科、助産学科、医学検査学、そして医学放

射線学科の7学科を次々に開設され、静岡県

の医療の底支えにもご尽力されました。また、

一流の教育を実践すべく、学科長には医学専

門教育に実績のある浜松医科大学名誉教授

をお招きし、本物の医療技術と精神を備え

た医療人材の育成にご尽力されました。

このように、生命の誕生現場で培かわ

れた医療の原点から出発され、医療・介

護・福祉の分野で多大な実績を残された

臼井溢先生の御霊に心より感謝申し上げ

ます。また、学問・教育の発展に惜しみ

なく貢献された先生の崇高な志を受け継

ぎ、私たち静岡支部会員一同、先生のご

遺志に従い一生を通じて学びを続け、金

沢大学医学部同窓生として医学・医療の

発展に寄与したいと考えています。どう

か安らかにお休みください。

臼 井 溢 先 生 の
偉 業 を 偲 ん で

岡井　　高　（昭和52年卒業）

十全同窓会静岡支部長
岡井内科医院

令和５年９月、篁俊成教授をお迎えしてオークラアクトシティホテル浜松にて開催された十全
同窓会静岡支部総会
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これまで金沢大学に多くのご支援を

いただいた臼井溢先生が、去る令和6年

10月7日に逝去されました。私は、医

薬保健学総合研究科長、そして医薬保健

研究域長として、臼井先生のご篤志で作

られたプログラムの一部に関わらせてい

ただきましたが、そのいずれからも、「金

沢の伝統、文化を大切にしつつ、国際的

な視野を持ち、社会課題を解決できる次

代の医療人材・研究人材を育成してほし

い」と言う、先生の熱いメッセージが伝

わって参りました。

平成19年に開始された「臼井国際医学

奨学金」では、インドシナ半島を中心と

する地域から9名の留学生が金沢で研究

活動に打ち込むことができました。そし

て、その成果は学術論文の形で発表され、

金沢大学から博士（医学）の学位が授与さ

れました。現在、彼らの多くは母国で大

学講師、医師、薬剤師、研究者として活

躍し、日本と母国を繋ぐ懸け橋になって

くれております。また、平成28年から

は「金沢大学学生医学研究推進臼井奨学

金」と言う形で金沢大学に籍を置く大学

院生、学類生の海外派遣にもご支援いた

だきました。こちらにつきましても、多

くの学生が国際学会等で発表する機会を

得て、学生からは、学会でのディスカッ

ションなどを通じて、達成感を得るとと

もに、研究へのモチベーションもさら

に高くなった、との声を聴いておりま

す。さらに令和元年には、ポーランドの

ヤギェオ大学やエストニアのタルトウ大

学との交流を開始することができました。

今後、臼井先生からの奨学金をいただい

た若い世代の医師・研究者が、世界の医

学研究・教育の発展に貢献してくれるも

のと確信しております。

臼井先生におかれましては、このほか

にも高安賞、鈴木大拙—西田幾多郎記念

金沢大学国際賞等、多大なご支援を金沢

大学にいただいております。私どもは、

臼井先生のご篤志を肝に銘じ、日々精進

してまいります。本当にありがとうござ

いました。心より臼井溢先生のご冥福を

お祈り申し上げます。

臼井溢先生を偲んで

堀　　　修　（特別会員）

金沢大学医薬保健研究域長・学域長

昭和39年に本学ご卒業の臼井溢先生

の逝去を悼み、心よりご冥福をお祈り申

し上げます。これまでの先生の本学医学

部、医学系・医学類へのご厚情に深い感

謝を捧げ、謹んで哀悼の意を表します。

これまで、臼井先生には、医学部生・

医学類生が海外における諸活動や医学研

究活動を行う際の奨学金としまして、あ

るいは、そのような活動を促進し成果を

高めることを目的とした表彰制度としま

して「金沢大学学生医学研究推進臼井奨

学金」を創設し、ご支援をいただいてお

ります。具体的には、平成28年度から

になりますが、臨床実習や医学研究特設

プログラム、基礎研究室配属などの正課

授業における活動支援としての「海外医

学活動推進奨学金」を計34名に、学生自

らの研究成果の学会口頭発表に対しての

「研究推進奨学金」とし、計2名にご支援

をいただきました。また、平成29年度

からになりますが、在学中の優れた研究

成果（論文、学会発表、受賞等）に対する

表彰として「臼井医学研究賞」を創設し、

計7名に授与いただきました。加えて、

これまでに実績はございませんが、公募

での海外派遣プログラムに不採択の場合

に、私費で渡航する際の支援としまして

「海外医学活動奨励奨学金」もご準備をし

ていただいております。

先生の思いは、学生が海外で医学の活

動を行うためのきっかけをつくり、将来

も臆することなく海外で活動ができたり、

海外研究者と積極的に国際交流を図るこ

とができるグローバル人材つくりにある

と思います。同時に、学生の研究活動に

対しましても、それを基礎として、将来、

優れた研究者や医療人に成長することを

期待されていました。このような思いは、

医学系・医学類としましても、今後も途

絶えることのない重要な取り組みとして

位置づけ、実践し進化させていきたいと

思っております。

追 悼

山本　靖彦　（平成4年卒業）

医学系長・医学類長
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日時／令和6年11月19日（火）
場所／ホテル日航金沢

令和6年11月19日、第5回鈴木大拙

─西田幾多郎記念金沢大学国際賞授賞式

および記念講演会がホテル日航金沢3階

孔雀の間において開催されました。

本賞は、第四高等中学校に学んだ鈴木

大拙と西田幾多郎にちなみ、本学医学部

ご出身である臼井溢先生（昭和39年卒業、

令和６年10月7日逝去、医療法人社団明

徳会 十全記念病院 前理事・院長）のご篤

志を原資として平成29年6月に創設され

ました。その趣旨は、哲学・思想・宗教

を中心とする分野で国際的に卓越した業

績を挙げた研究者を顕彰し、当該分野の

研究の一層の進展を促すとともに、次代

を担う若手研究者に対して大きな学問的

刺激を与え、国際貢献と学術研究のさら

なる発展に資することにあります。※1 

第5回受賞者にはジョン・C・マラル

ド（John C. Maraldo）北フロリダ大学

名誉教授が選ばれました。

開式に先立ち、哲学と宗教に造詣が深

かった臼井先生を偲び、黙祷が捧げられ

ました。授賞式では、マラルド教授およ

び金沢大学国際賞実行委員会の列席者

の紹介の後、和田隆志学長（昭和63年卒

業）からご挨拶があり、マラルド教授に

盾が贈呈されました。続いて、臼井岳先

生（ご長男、現理事長・院長）からマラル

ド教授に副賞、輪島塗の記念品を手渡さ

れました。これを受け、マラルド教授か

ら、1971年の来日以来長きにわたり多く

の方々の親切と協力があったことへの謝

辞が述べられ、選考委員の先生方の紹介

と祝電の披露をもって閉式となりました。

続いて1時間半にわたり、マラルド

教授の記念講演「西田哲学における可能

性（The Promise of Nishida Philos-

ophy）」がありました。マラルド教授

は、「意識は自然界の産物である」とする

典型的な科学の立場でもなく、「世界は

意識の産物である」という哲学の立場で

もない、「行為するのは個人だけでなく、

世界でもある」という相互作用(reci-

procity)を強調する西田哲学の特質を挙

げられました。その上で、「西田にとっ

て、行為するのは個人だけでなく 世界

でもあるということを思い出せば、もっ

ともだと理解できます。世界は個人を通

して行為するのです。動物の本能的な生

活も世界の作用を表現し、世界を作り変

えていきます」、「世界を自身に開く自覚

は、人間だけでなく、世界を創造するこ

とができるすべての存在が有していま

す。これらの存在が世界を表現できる限

りにおいて、彼ら歴史を創り出す存在な

のです。すべての生き物を尊重しなけ

ればなりません」と述べられました。※2 

この考えを今後さらに発展させてゆくと、

西田哲学が環境破壊、生物多様性といっ

た人類が直面している課題に応用される

可能性のあることが提示されました。

記念講演会のあとは隣室で祝賀会が

行われ、和やかな歓談のうちに全スケ

ジュールが終了しました。今回は、在り

し日の臼井先生のお写真を前に、マラ

ルド教授ご夫妻、第3回受賞者のJames 

W. Heisig（ジェームズ・ウォレス・ハ

イジック）教授と第4回受賞者のリチャー

ド・M・ジャフィ(Richard M. Jaffe)教

授も参加され、とりわけ感慨深い式典と

なりました。

� （横山　　茂：記）

第 5 回 鈴 木 大 拙 ─ 西 田 幾 多 郎 記 念 金 沢 大 学 国 際 賞
授 賞 式 お よ び 記 念 講 演 会

※1 金沢大学国際賞ホームページ

※2 ジョンC.マラルド 西田哲学に
おける可能性（講演資料）

20 � v o l . 1 8 9（ 2025／ 1）



金 沢 か ら 早 期 膵 が ん の
診 断 薬 開 発 を 目 指 し て

金沢大学医薬保健研究域医学系
消化器内科学教授

山下　太郎
（平成7年卒業）

膵がんは全てのがんの中で最も悪性度

の高いがんであり、90％以上が組織学

的に膵管がんである。近年患者数の増加

が著しく、本邦では年間約4万4千人が

新規発症し、約3万8千人が死亡するが、

患者数増加の理由は不明である。周囲臓

器への浸潤や遠隔転移能力が極めて高い

ために多くが進行がんで発見され、全体

の5年生存率は約8％程度である。運よ

く比較的早期に発見され手術が施行され

た患者さんにおいても、術後にリンパ節

転移や遠隔転移を起こしやすい。進行期

には化学療法が治療の主体となるが、抗

がん剤感受性を予測するマーカーは存在

しない。膵がん患者の生命予後延長には、

1）根治切除が可能な早期膵がんを診断

できるマーカー、2）転移、再発を予測す

るマーカー、3）抗がん剤感受性を予測で

きるマーカー、の開発が急務である。

金沢大学附属病院における膵がんの治

療成績をみると、10mm未満で診断さ

れた患者さんの5年生存率は約85%程

度であることから、膵がん患者の長期

生存を得るためには、10mm未満のス

テージで診断する必要がある。現時点で

実臨床において画像的に10mm未満の

膵がんを診断するモダリティとしては超

音波内視鏡が挙げられる。一方で、肝が

んと異なり膵がんでは発がん高危険群の

設定ができない。そのため、例えば膵が

んのリスク要因として糖尿病があるもの

の、本邦における糖尿病患者1千万人全

例に定期的に侵襲的な超音波内視鏡を行

うことは、医療資源的にも経済的にも不

可能である。そこで、消化器内科学教室

では、非侵襲的に多くの方にサーベイラ

ンスを行うことが可能な、早期膵がんバ

イオマーカーの開発研究を行っている。

これまでの消化器内科学教室の研究成

果として、末梢血単核球の遺伝子発現

パターンの解析から、膵がん患者と健

常人では遺伝子発現の特徴が大きく異な

ることが判明している（Biochem Bio-

phys Res Commun. 2010;400(1):7-

15, Cancer Sci. 2019;110(4):1364-

1388）。その正確な分子機序については

未だ議論の余地はあるものの、生体内に

膵がんが存在することで、免疫担当細胞

に対し何らかの膵がん特異的なシグナル

伝達が行われているのではないかと推察

される。この研究成果から、金沢大学認

定ベンチャー企業であるキュービクス社

が膵がん診断キットであるパンレグザを

開発し、2022年に薬事承認を受けてい

る。現在10mm未満の早期膵がんにお

ける診断能の研究を進めており、早期膵

がん診断薬としての有用性評価を行って

いる。

また、教室では東京科学大学、アボッ

トジャパン社との共同研究を行っており、

膵がん診断に有用な可能性のある二つの

血清マーカー(Laminin γ2 monomer, 

EphA2 N terminal fragment：Can-

cer Res Commun. 2023 ;3(9):1862-

1874)について研究を行っている。この

二つのマーカーは通常の病院検査部で設

置されている機器を使うことができるこ

と、薬価を低く抑えることができること

から、Cost-Effectiveに全世界の患者さ

んに応用可能であり、世界展開されるこ

とを期待している。

消化器内科学教室では基礎的な研究成

果を実臨床に還元し、難治がんである膵

がんに苦しむ北陸、そして全世界の患者

さんの予後に少しでも貢献できるよう、

研究を進めている。これらの研究が膵が

ん患者の早期診断につながり膵がん治癒

に貢献できることを切に願う。

金 沢 か ら 世 界 へ 発 信

図　パンレグザキット
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金沢大学医薬保健研究域医学系
心臓血管外科学教授

竹村　博文
（昭和60年卒業）

十全同窓会への寄稿ですので、少し金

沢大学外科の歴史を紐解いてみたいと思

います。

金沢大学外科の歴史は古く、1883年に

木村孝蔵先生が、大阪大学から初代外科

医長として赴任されたのに源を発します。

1899年に外科を二部に分け、木村孝蔵

先生が第一部長、下平用彩先生が第二部

長になり、その後木村孝蔵先生が大阪大

学教授として赴任されたのに合わせて、

下平用彩先生が第一部長、後に耳鼻咽喉

科教授になられる宮田篤郎先生が第二部

長に任命されました。1923年、金沢医

科専門学校の金沢医科大学への昇格のと

きに、それぞれ外科学第一、外科学第二

教室となり、その後、第一外科、第二外

科としてそれぞれ切磋琢磨し発展して

きました。私が2015年、心肺病態制御

学（旧第一外科）の教授として赴任した後、

がん局所制御学（旧第二外科）の太田哲生

教授と話し合い、外科専攻医が外科専門

医を取得するまでは、これまでの慣習で

あった卒後臨床研修終了後直ちにどちら

かの医局、同門会に入局、入門すること

を廃止し、外科全体で育成するシステム

に変更しました。その後、内科の臓器別

再編終了が近づいたとき、外科の再編も

加速的に進み、2〜3年の時を経て、第一、

第二外科という教授二人体制から、消化

管外科、肝胆膵・移植外科、心臓血管外

科、呼吸器外科の教授四人体制へと臓器

別再編が完成しました。附属病院では他

に乳腺外科、小児外科が診療科として存

在し、大学院の講座としては消化管外科

学/乳腺外科学、肝胆膵・移植外科学/小

児外科学とし、心臓血管外科学、呼吸器

外科学を合わせた4講座体制としました。

さらに附属病院のハートセンターに小児

心臓外科の特任教授を配置し、診療活動

としては心臓血管外科の中で診療するこ

ととし、5教授体制としました。

そこでの課題は、それまでの数年間に

旧第一外科にも旧第二外科にも所属して

いない、外科専攻医36名が存在し、彼

ら彼女らの拠り所となる同門会的存在と

なる組織がなかったことです。新しい同

門会的組織をどのような形態で発足し、

どのような人たちに入ってもらうか、幾

重もの慎重な協議を経て誕生したのが

KASAであります。

昨今、外科医が減少してきている、外

科を目指す専攻医が減ってきている、日

本外科学会新規入会者が少なくなってい

る状況に鑑み、この組織は若手外科医育

成を主眼とし、同門会という形態より、

外科研修センター的組織にしようと結論

付けました。

KASA(KAnazawa university Sur-

geons’ Alliance、金沢大学外科アライ

アンス)の始まりです。KASAの命名も

若手医師からのアイデアでした。結果的

には人を助ける傘であり、KをCに読み

替えれば、Casa(イタリア語で家)とな

り、非常にいい響きと、意味合いの命名

になったのではないかと喜んでいます。

最初のメンバーは、金沢大学外科専門

研修プログラム研修施設群の勤務医とし、

研修施設群の病院長（外科医）、部長など

の指導医から外科専攻医までの医師とし

ました。ご開業されている先生方、定年

を過ぎられた先生方には最初は入会をお

勧めせず、とにかく日々外科医育成業務

金 沢 大 学 外 科 ア ラ イ ア ン ス（ K A S A ）の 始 ま り
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にあたっている方という定義で始めまし

た。（もちろん近い将来、金沢大学に関

係する外科医全ての先生方にご賛同いた

だければ、この定義も変化していかなけ

ればなりません。）

活動としては、（1）外科医のリクルー

ト・育成を支援する。（2）会員の親睦を

図る。（3）年1回の総会・懇親会を開催す

る。（4）セミナー・研究会の情報を発信す

る。（5）年1回の活動報告を行う。（6）名

簿管理を行い、発行する。名簿の発行は

年１回とする。を事業内容としています。 

このKASAの活動が、若き研修医、学

生に外科の魅力を伝え、多くの意志ある

外科医を育てることに繋がっていくので

あればうれしい限りですし、そうなれま

すように、十全同窓会の各位のご支援ご

鞭撻をお願いして、KASAの紹介とさせ

ていただきます。

どうぞKASAをよろしくお願いいた

します。
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病 院 紹 介

当院の歩み

当院は、大正14年に日本赤十字社石

川支部産院として発足しました。その後、

昭和28年に「金沢赤十字病院」と名称を

改め、昭和43年に現在地である金沢市

三馬に移転しました。金沢市南部および

野々市市を中心に地域密着型の医療を提

供しつつ、全国に91ある赤十字病院の

一つとして災害救護活動にも注力してい

ます。

病院機能

入院機能においては、地域急性期機能

と地域包括機能の2本柱で地域を支える

体制としています。病棟構成は急性期3

病棟が前者を担い、地域包括ケア2病棟、

回復期リハビリ病棟が後者を担います。

さらに訪問看護ステーションを併設する

ことで、入院から在宅復帰までのシーム

レスな医療も提供しています。また、「消

化器病センター」「糖尿病・腎センター」

「骨関節・脳血管リハビリテーションセ

ンター」の3つの疾患センターではチー

ム医療を軸とした専門性の高い治療を実

践しています。外来機能においては紹介

受診重点医療機関として、紹介患者を優

先しつつ、救急患者、専門医療を重点的

に提供しています。

能登半島地震および
奥能登豪雨への対応

令和6年1月1日に発生した能登半島

地震では被災地域の赤十字病院として、

約100名の能登からの入院患者、透析

患者を受け入れつつ、DMAT、救護班、

心のケア班の派遣を継続的に行いました。

同年9月の奥能登豪雨災害においても、

救護班、こころのケア班を派遣し、被災

住民のサポートならびに自立支援を行い

ました。

病院理念

「思いやりの心」をもって「信頼される

医療」を提供し、「地域に貢献」すること

を理念としています。地域住民や医療介

護関係者、職員間の相互理解と支援を大

切にし、職員が誇りとやりがいを感じら

れる病院を目指しています。

地域の高齢化への対応

地域の高齢化が進み、認知症や要介護

状態の高齢者、独居世帯が増加していま

す。当院は地域包括ケアシステムのハブ、

最後の砦病院として地域の高齢者を受け

入れ、『元いた場所にお元気で』お帰りい

ただけるよう、多くの多職種チームが活

動しています。

当院の目指す方向性

職員が「優しい・楽しい」と感じられる

職場環境を整えることが、質の高い医療

提供につながると信じています。「職員

交流委員会」や「人材育成委員会」などを

設置し、職員の幸せを大切にする取り組

みを進めています。また、地域の皆さま

とともに課題を共有し、変革の波に対応

しながら持続可能な医療の提供を目指し

ます。

令和7年7月に開院100周年を迎えま

す。今後も地域に根差した医療と赤十字

精神を携え、地域とともに歩み続けてま

いります。今後ともご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。

� （病院長　寺﨑　修一：記）

概要 沿革
金沢赤十字病院

所在地	 石川県金沢市三馬2丁目251番地

病院長	 寺﨑　修一

病床数	 一般病床　262床

	 （再掲）

	 回復期リハビリテーション病棟　43床

	 地域包括ケア病棟　80床

診療科	 17

大正14年  7 月	 日本赤十字社石川支部産院として発足（下新町）
昭和  7 年  5 月	 金沢市下新町より同市殿町へ移転（現大手町）
昭和28年  4 月	 金沢赤十字病院と名称を変更
昭和43年10月	 金沢市三馬町地276番地(現三馬2丁目251番地)に新築移転
平成  9 年  2 月	 地域災害医療センターに指定
平成23年  4 月	 石川県地域がん診療連携推進病院に指定
平成23年  9 月	 基幹型臨床研修病院に指定
令和  5 年  8 月	 紹介受診重点医療機関に認定
令和  7 年  7 月	 開院100周年を迎える

金沢赤十字病院
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ご挨拶

金沢駅から新幹線で1時間の上越妙高

駅から車で10分余り、頸城平野南端の

妙高市に当院は立地しております。ご紹

介させていただく機会を与えていただき

ました十全同窓会に厚く御礼申し上げま

す。私は、平成8年に金沢大学を卒業し、

当時の内科学第一教室に入局、専門は消

化器内科・総合内科です。学位取得後に

出身地の上越地方に戻り、令和2年に当

院に入職、令和4年4月に当院13代目病

院長を拝命いたしました。

当院の歩み

昭和13年5月に「保証責任頸南医療購

買販売利用組合連合会頸南病院」として

その産声をあげました。当時は、病床数

51床、診療科は内科・外科・小児科・

産婦人科・耳鼻咽喉科の5科だったよう

です。その後、昭和38年1月に「新潟県

厚生農業協同組合連合会」いわゆる厚生

連に合併しました。平成14年4月に現

在の病院が竣工、一般病床170床での

運営が始まりました。平成29年4月には、

医療需要を踏まえて1病棟を閉鎖、一般

病床120床になりました。令和6年の能

登半島地震では、当院も震度5強の揺れ

に襲われ、屋上の外壁が損壊するなどの

建物被害を受けました。

当院の現状

けいなん病院は、急性期一般病床20

床、地域包括ケア病床40床、障害者病

床60床の小規模病院です。診療科は15

科、常勤医は内科、整形外科、小児科、

外科、歯科を含めて9名の少数での運営

です。外来は、地域の急性期病院や北

陸・首都圏の大学から多くの応援をいた

だいて維持しています。医療機能は、内

視鏡センター、人工透析室、手術室、リ

ハビリテーションセンター、訪問看護ス

テーション、在宅介護支援センターを設

置、地域のニーズに応えるとともに、入

院は、亜急性期から回復期、慢性期の高

齢者救急・医療に力を入れています。地

域社会と時代に選ばれる病院を目指し、

経営理念を「働く人が輝くことによって、

地域医療に貢献する」と定義いたしまし

た。また5つのSから始まる言葉「Safe-

ty（安全・安心な医療）」「誠実」「親切」「信

頼」「Smile（笑顔）」を職員の行動指針・

価値観として制定し、日々の活動で浸透

をはかっています。また、若手・中堅

を中心に、多職種横断的なCross-Func-

tional Teamが活動しており、イベント

開催や業務効率化、収支改善など経営課

題の提案にも尽力してもらっています。

今後の課題

少子高齢化、人口減少社会、診療報酬

改定などの外的要因を受けて、どの病

院も厳しい経営が続いていると思いま

す。当院は、職員の頑張りで令和4年以

降90%超の入院稼働率を維持、地元行

政のご理解も深いことから、黒字経営が

できております。しかし、今後は事業環

境の変化により、経営が非常に厳しくな

ることが予想されることから、より一層

の経営努力が必要と考えています。さら

に、労働集約型産業である病院の人財確

保については、今後困難を極めることが

推測されます。これを踏まえて、上越医

療圏では再編議論が進んでおり、持続可

能な医療構築への取り組みが始まってい

ます。上越地域でも、金沢大学関連の病

院長をはじめ、金沢大学の医師が地域医

療に貢献されています。今後とも十全同

窓会の先生方のご指導、ご支援を賜りま

すようお願い申し上げます。

� （病院長　平野　正明：記）

概要 沿革
JA新潟厚生連けいなん総合病院

所在地　新潟県妙高市田町2丁目4番7号

病院長　平野　正明

病床数　120床（一般病床）

診療科　15

昭和13年5月	 保証責任頸南医療購買販売利用組合連合会頸南病院として開設
昭和38年1月	 新潟県厚生農業協同組合連合会に合併
昭和41年4月	 救急病院に指定
平成14年4月	 新病院竣工
平成15年4月	 介護老人保健施設はねうまの里竣工
平成16年3月	 臨床研修病院指定
平成29年4月	 一般病床を170床から120床に変更
令和  2 年3月	 リハビリテーションセンター開設
	 透析センター拡大増床
令和  4 年9月	 内視鏡センター設置

J A 新潟厚生連
けいなん総合病院
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はじめに

先鋭科学融合研究分野は、令和6年7

月1日に新設された基礎系講座です。異

分野融合の推進によって基礎医学研究の

成果を疾患の病態解明や予防、そして新

しい治療法開発などの応用研究に発展さ

せることを目標としています。新しい研

究分野ということもあり、まだ構成メン

バーは少ないですが、気軽に情報交換で

きる風通しの良い研究室運営とメリハリ

のある明るい体制作りを目指しています。

研究

当分野では細胞内小器官（オルガネラ）

の機能解析に取り組んでいます。膜で仕

切られた独立構造体という従来のオル

ガネラ概念は大きく進化し、オルガネ

ラは独立した空間を保ちながらも互い

に物質・情報をやり取りして最大限のパ

フォーマンスを発揮していることがわ

かってきました。私たちはこれまでオル

ガネラのひとつである「小胞体」の機能解

析を推進してきました。その過程でオル

ガネラ間コミュニケーションの起点とな

る様々な小胞体局在分子やシグナル応答

系を発見してきました。これを足掛かり

として、小胞体を中心としたオルガネラ

間の機能連携の仕組みを理解し、その全

貌を解明することを目指しています。技

術的には培養細胞および遺伝子改変マウ

スを用いて主に生化学的、分子細胞生物

学的解析を駆使しています。それに加えて

イメージング解析やゲノム・エピゲノム編

集技術、タンパク質の構造解析、in silico

解析なども積極的に活用しています。

オルガネラ間連携の破綻が疾患とどの

ように関わるのか、明らかにすることも

大きな目標のひとつです。実際にこれま

で発見してきた小胞体局在分子を標的と

した遺伝子改変マウスの解析を通じて、

これら分子の機能不全が小胞体のみなら

ず核やミトコンドリアなどの様々なオル

ガネラの異常を経て、癌や脂質代謝異常、

老化、骨格形成不全などの疾患につなが

ることを示す新たな知見も得ています。

これは、私たちが発見してきた分子がオ

ルガネラ間連携のキー分子であり、その

機能異常が疾患発症にも直結することを

示しており、疾患治療に新たな切り口を

提供できると考えています。開設された

ばかりの分野ですがこれらの予備データ

や技術を武器にして、多様な研究分野の

専門家とともに新規の治療戦略や診断法

の開発を実現するために日々活動してい

ます。

教育

医学類、医薬科学類および大学院にお

いて講義・実習を担当させて頂く予定で

す。医薬科学類に関してはすでに基礎

ローテーション実習の受入講座として参

画させて頂き、学類生への基礎研究指導

もスタートしています。講義では不可視

の分子や物質がどのようにして生体の制

御や疾患と関わるのか、動画やイメージ

をうまく利用してわかりやすく伝えてい

きたいと思います。また、教育における

当研究分野の目標のひとつは優秀な基礎

医学研究者および研究医の育成です。そ

のために基礎医学研究に興味がある様々

な学類生および大学院生に門戸を開き、

基礎研究の楽しさと大切さを理解して

もらえるよう心掛けています。さらに

medical research training（MRT）プ

ログラムの充実に尽力するとともに、こ

れを有効に活用し、基礎研究に触れる

きっかけを広く提供できる分野を目指し

ています。

おわりに

微力ではありますが研究領域を問わず

多様な専門分野の先生方との融合研究を

さらに推進することで、オルガネラ研究

を臨床応用につなげるトランスレーショ

ナルリサーチを実践してまいります。同

時に若手研究者の育成にも積極的に取り

組み、金沢大学全体の持続的な発展にも

力を尽くす所存です。金沢大学十全同窓

会の諸先生方におかれましては、ご指

導・ご鞭撻を賜りますよう何卒よろしく

お願い申し上げます。

教 室 だ よ り

先鋭科学融合研究分野

スタッフ 研究分野の沿革
教　授　	 齋藤　　敦

博士研究員	 大村　翼世

技術補佐員	 齋藤　　愛

先鋭科学融合研究分野は令和6年7月1日に設立され、広島大学医系科学研究科

分子細胞情報学の准教授であった齋藤敦が初代教授に就任しました。設立され

て約半年の研究分野ですが、多分野融合とトランスレーショナルリサーチの推

進、基礎医学研究者の育成を大きな運営の柱として活発に活動しています。
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診療

当教室の診療部門は、本学附属病院が

んセンターから分離し、令和5年9月に

新設された腫瘍内科を中心に活動してい

ます。関連診療科と緊密に連携し、臓器

横断的に固形がんに対する薬物療法を実

施しています。標準的な化学療法、放射

線化学療法、分子標的治療、免疫チェッ

クポイント阻害療法に加え、肺・乳・大

腸がん等の周術期補助化学療法を消化管

外科、乳腺外科や呼吸器外科と連携して

担当させていただいています。また、当

科では遺伝子診断に基づく個別化医療で

ある「がんゲノム医療」を推進しています。

令和元年より本学附属病院は「がんゲノム

医療拠点病院」に指定され、がん遺伝子パ

ネル検査を自施設内で実施可能となりま

した。当科が担当する「がんゲノム外来」

では、標準治療がない希少がんや原発不

明がん、標準治療を終えた固形がんを対

象に、遺伝子診断に基づく治療法を検討

していますが、パネル検査では治療に直結

するケースが限られるため、新規薬剤の治

験を積極的に行い、有望な治療薬を患者さ

んに迅速に提供できるよう努めています。

教育

腫瘍内科医はがんという病気に向き合

う患者さんを総合的、全人的に診る内科

医です。「腫瘍内科の役割、腫瘍内科医

のやりがい」を学生の皆さんに広く知っ

ていただくために、さまざまなトピック

に焦点を当てた講義を提供しています。

実習中はがん薬物療法を実施されている

患者さんを担当し、ベッドサイドでの診

察や手技、病状説明に立ち会ってもらい

ます。当科が中心となって実施している

「包括的がんゲノムプロファイル検査」で

は、遺伝性腫瘍が判明し、遺伝カウンセ

リングに立ち会える機会もあります。ま

た、腫瘍内科はチーム医療の実践にも心

がけており、外来化学療法センターなど

現場に学生の皆さんと赴き、他職種のス

タッフとの関わりや実際の状況を肌で感

じてもらいます。以上のように腫瘍内

科の魅力を学生の皆さんに届けるべく、

我々も常に努力を重ねてまいります。

研究

がんの分子・生物学的基礎研究を基盤

とし、理工学や薬学などの異分野研究者

との協力を通じて、革新的な抗がん医薬

の開発に取り組んでいます。その一例が、

がんの標的分子を特異的に発現抑制する

抗がんsiRNA医薬の開発です。核酸医

薬の領域には種々の課題がありましたが、

学際的な共同研究を通じてこれらを克服

し、First in Humanの治験に繋げていま

す。また、複数の標的分子を同時に抑制

可能な革新的な抗がんマルチターゲット

型siRNA医薬の開発に着手しております。

さらに、教室が以前より取り組んでおり

ます、幅広いがん種で課題となっている

薬剤耐性機序の解明や、KRAS変異がんに

対する新しい治療法の開発を推進してい

ます。さらには、CAR-T等の先進的な免

疫細胞療法や、分子間相互作用を基盤と

する低・中分子抗がん薬スクリーニング

系の構築など、次世代治療法の開発に従

事しています。医師と基礎研究者が一体

となり、基礎研究で得られた知見を患者

さんに迅速に還元するトランスレーショ

ナルリサーチを展開し、がんを駆逐するた

めの包括的アプローチを実践しています。

おわりに

多くのがん診療科の先生方と連携させて

いただき、がん患者さんやご家族の視点を

持った総合的、全人的な診療を展開してま

いります。さらに、がん研の一部門である

ことから、現状のがん治療の限界を突破す

べく、臨床現場に還元できる開発研究を推

進するとともに、臨床現場の課題を医学研

究に反映するため、当科が異分野・基礎・

臨床の先生方のハブとなれるよう鋭意努力

してまいります。十全同窓会の諸先生方に

おかれましては、今後ともご指導、ご鞭撻

を賜りますようお願い申し上げます。

� （谷口　博昭：記）

腫瘍内科学

スタッフ 研究分野の沿革
教　授	 谷口　博昭
講　師	 大坪公士郎、竹内　伸司
助　教	 山下　　要、西山　明宏、福田　康二、

堂本　貴寛、小谷　　浩、坂口　裕之
大学院生	 2名　　　　
医　員	 1名
事務補佐員　1名

当教室は、1947年の結核研究所附属病院設立、時代背景に応じ1967
年改組されたがん研究所附属病院が源流です。1983年腫瘍内科部門に
澤武紀雄教授が赴任され、内視鏡・膵疾患の研究に励みました。2001
年10月金沢大学附属病院に統合され、2007年矢野聖二教授の就任後は、
がんセンターとして肺癌、膵癌を中心とした幅広い臓器の悪性腫瘍に関
する診療、研究、教育に貢献しました。2023年9月には腫瘍内科に名
称変更され、2024年8月に谷口博昭が就任し、現在に至っています。
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関東地区拡大支部

十全同窓会関東地区拡大支部合同総会

は、会員の居住地と勤務先が都や県を越

えることも多いため、神奈川、千葉、埼

玉、茨城、そして東京を一括して開催

しようという目的で始まったのである

が、記録を紐解くと、なんと、2019年

が前回開催の最終年であった。その理由

は、2020年から全国に蔓延したコロナ

禍の中、不要不急の手術はもちろん、会

合も自粛するようにという国の方針によ

り、本総会も、自粛期間に入り、年1回

の開催を断念してきたわけである。

今年は開催するのか、できれば開催し

てほしいというお問い合わせやらご意見

やらを、この1、2年前からいただくよ

うになり、コロナ感染症が5類に移行し

た昨年の春にはそろそろかなと思っては

いたが、首都圏のコロナ感染が毎夏に

ピークがあること、参加者の平均年齢が

どちらかというと感染リスクの高い高齢

に傾いていることから、夏以外を考える

か、、、飲食抜きの会合は寂しい限りだ

し、、、かといって、「参加したらコロ

ナに感染した」ということになっては一

大事であるし、、と、延ばし延ばしして、

2024年を迎えてしまった。2024年に

なってから首都圏はひっそりとした少数

のコロナ感染数で春から夏に向かってい

たので、世話人会の皆さまにお計らいい

ただき、今年は４年ぶりに開催する運び

となった。

しかし、2024年は元日の能登半島大

地震があり、首都圏に住まいする会員は、

皆、言葉もないくらいの大きなショッ

クを受けた。DMAT、JMAT、その他の

諸々の救済活動部隊のメンバーとして能

登半島に行かれた会員も多い。金沢で青

春を謳歌した者は、一度は能登半島に足

を延ばして、緑多い自然を満喫し、食の

豊かさを満喫したはずだ。このような本

年であることも開催のブースターとなっ

て準備を始めた。

4年ぶりの開催ゆえ、お呼びする講師

の先生は、当然、金沢大学学長和田隆志

先生と十全同窓会会長山本健先生と決定。

すぐにご快諾をいただき、順調な滑り出

しとなった。お盆過ぎても首都圏のコロ

ナ感染者数にはもう留意する必要がなく

なりほっとしていたら、お盆過ぎから日

本列島を半縦断して迷走した台風10号

のスピードがだんだん鈍り、8月31日に

は首都圏を直撃するかも？というニュー

スが流れ、今度は台風に翻弄され、当日

の天候に気を揉むこととなった。

幸いなるかな、すべてが杞憂となり、

8月31日（第一土曜日）の午後5時前に、

無事、金沢からお2人の先生が、定例会

場である明治記念館にお着きになられ、

支部拡大合同総会が始まった。満を持し

て和田隆志先生と、山本健先生をお招き

したのであるが、本年は39名の参加と

なった。2020年卒の若者の参加があっ

たのがうれしい限り。

開会の挨拶を茨城県支部長諸岡信裕先

生にお願いし、神奈川県支部長北村佳久

先生には、乾杯のご発声をいただいた。

さっそく、山本健先生からご講演をい

ただく。タイトルは、歴史小話「良家の

出でありながら最初の献体をした三輪照

路について」。一同、静かに、金沢とい

う土地柄、人柄に思いを馳せたはずだ。

そして、献体について、その深い精神に

ついて、改めて、深い感慨を覚えた。山

支 部 だ よ り
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連絡先の変更・ご異動の際は、
金沢大学医学部十全同窓会
会員情報変更サイトをご活用ください
URL　http://juzen-ob.w3.kanazawa-u.ac.jp/member

本健先生から、近々に、十全同窓会会報

に掲載されることをお聞きしたので、再

度、先生のご講演を活字で再演していた

だく機会となり、楽しみにしている。金

沢の歴史とか、文化という範疇を越えた、

古代から培ってきた金沢人の心意気を学

びたい。

山本健先生の次に、和田隆志先生に、

「金沢大学未来ビジョン『志』―オール金

沢大学で『未来知』による社会に貢献す

る―」と題した講演を拝聴した。和田隆

志先生は金沢大学医学類腎臓・リウマチ

膠原病内科学の教授であり、腎臓内科分

野では全国的に超有名な教授であられ、

我々にはなじみの先生ではあるが、金沢

大学医学類だけでなく、すべての学部を

把握して、発展させていく、旗振りをし

ていくお役目の学長となられて、どのよ

うな方向にまたどのような方針で金沢大

学を牽引されておられるのかに息を凝ら

して聞き入った。能登半島地震発災で被

災者への思いを強くしている会員は、和

田学長の能登半島地震も呑み込んでさら

に大きく発展させていく構想に、聞き

入ってしまったことだろう。マイナスに

大きく振れたのなら今度は大きくプラス

に振ろう、このエネルギーは単にひとつ

の学部の研究内容にとどまらず、学部横

断的な、そして、学外横断的な橋渡しを

可能とする大きな研究と発展し、そして

成果が出てきてという具合に、発展して

いる様相がプレゼンされた。人、知、社

会の好循環をつくり出して持続可能な運

営の実現へと、その発展性には目を見張

るばかりであった。金沢大学は安泰だな

と、参加者は誰しも安堵したことだろう。

すばらしい講演を久しぶりに拝聴でき、

心豊かで贅沢なひとときとなった。

お二人の先生の講演後は、懇親会の場

となった。卒業年度順に、参加者お一人

お一人から近況をご紹介いただいた。学

長先生のご講演を拝聴して浮かんだアイ

デアを学長に披露される参加者もおられ、

和気藹々と時間が過ぎ、閉会の辞を千葉

県支部長生水真紀夫先生にお願いした。

来年8月の本会には、ぜひ多くの会員

の参集をお願いしたい。

最後に、学長と一緒にお越しくださっ

た基金・学友支援室長松村典彦様、そし

て当日までの調整にご尽力していただい

た学長秘書室上沼孝平様には大変お世話

になったことを記す。

本会世話人会のメンバーを記載してお

く。神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県、

そして東京の各支部長ないし副支部長と

幹事からなる。神奈川県支部長は北村佳

久先生、埼玉県支部長久慈一英先生、千

葉県支部長生水真紀夫先生、茨城県支部

長諸岡信裕先生、東京都支部長は内潟安

子である。今回お世話になった幹事は井

田雅祥先生、石川博士先生、林同文先生、

三浦順之助先生であった。

� （内潟　安子：記）

ご不明な点は下記事務局へご連絡ください。

TEL：076-265-2132
Email：juzen@med.kanazawa-u.ac.jp

会員情報変更はこちら
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福井県支部

令和6年8月25日、第74回十全同窓

会福井県支部総会があわら市のグラン

ディア芳泉において開催されました。

今年は本部からの3名に加え、金沢大

学法経文学部同窓会福井支部長の村田治

夫氏をお迎えし43名の参加者を数えま

した。新幹線の開通でアクセスがよく

なったおかげもあったのでしょうか、ご

多忙の中多くの先生方にお越しいただき

感謝申し上げます。

総会の冒頭、昨年総会以降に逝去さ

れました3名の先生に黙祷を捧げました。

その後平井淳一福井県支部長が挨拶申し

上げ、続いてご来賓の十全同窓会会長山

本健先生からご挨拶を頂戴し、十全同窓

会の近況をお聴きしました。引き続き

表祝に移り、傘寿祝いとして坂井地区の

久保田紀彦先生、就任祝いとして市立敦

賀病院病院事業管理者の野ツ俣和夫先生、

福井県立病院院長の道傳研司先生、福井

大学学術研究院腎臓病態内科学教授の遠

山直志先生にお祝いを贈りました。報告

事項として令和5年度会務報告、令和5

年度福井県支部会員数と会費納入状況に

ついて担当幹事より報告がありました。

協議事項として令和5年度・十全同窓

会福井県支部会計収支決算および特別会

計報告の監査報告が行われました。引き

続き令和6年度会務計画（案）、令和6年

度・十全同窓会福井県支部会計収支予算

(案)および特別会計予算(案)、十全同

窓会福井県支部会費についてお諮りまし

た。今回は平井福井県支部長就任後初の

総会となりましたが、支部長から支部会

計の厳しい現状に鑑みて会費の値上げの

提案があり、これを含めて承認されま

した。

十全同窓会福井県支部だよりについて、

平野編集委員長から投稿規定、第35号

発行計画につき発表がありました。

議事終了後に金沢大学学長の和田隆志

先生から「金沢大学未来ビジョン『志』―

オール金沢大学で『未来知』により社会に

貢献するー」と題する特別講演を頂戴し

ました。初めに年初の能登半島地震の状

況と母校の対応についてお話がありまし

た。次いで就任以来広い視野で世界の動

きを捉え、大学人としての活動をどう展

開するかについて動画も用いながらダイ

ナミックに語っていただきました。学生

たちと身近に語り合う一方で、未来に向

けて高い志を掲げる壮大なビジョンに心

を熱くされた方が多かったようです。

恒例の記念写真撮影後場所を変えて懇

親会となりました。坂井地区を代表して

久保田先生の開宴の挨拶・乾杯発声にて

スタートし、先生方には旧交を温めてい

ただく場となりました。この中で村田支

部長のご挨拶もいただき、次期開催地区

を代表して村北和広先生の挨拶、菅田敏

明副支部長の中締めへと進んで会を閉じ

ることができました。しばらく対面の会

合が開かれなかったことを思うと、昨年

に続きこのような席を設けることができ

たこと、多くの先生方にご参加いただき

ました。真にありがとうございました。

� （昭和52年卒業　一二三宣秀：記）
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三重支部

令和6年度十全同窓会三重支部会総会

は、令和6年10月20日（日）に三重県津

市の料亭「はま作」で行われました。本年

度総会には8人の会員の先生がたが出席

しました。三重支部では、支部長伊藤敏

秋先生（昭和52年卒業）のもと、今回の

総会も、和やかに進行していきました。

現在の三重支部の会員数は21名です。

昨年の開催は4年ぶりでしたので、昨

年に続き今年度も開催させていただくこ

とができ、本当に感謝しております。

会計報告の後、伊藤敏秋先生より、令

和6年度金沢大学医学部十全同窓会の報

告がありました。12支部の支部長が出

席し情報交換が行われたことをうかがい

ました。また元日早々能登で災害があり

その後先日豪雨があったこと、早期の復

興を願うことなどのお話がありました。

その後、各先生がたの近況報告と、最

近の各臨床現場でのお話をうかがうこ

とができました。三重大学眼科教授の

近藤峰生先生（平成3年卒業）からは、遺

伝子補充療法に関するお話しがありまし

た。片目だけで5000万円もする治療に

は効果と金額の高さ両方で驚いてしまい

ました。そして地元で開業されていらっ

しゃる原田資先生（昭和46年卒業）から

は、ご家族でベトナムへ旅行されたお話

や、1000万円されたオーディオ設備で

聞くクラシック音楽の素晴らしさを聞か

せていただきました。また三重県立ここ

ろの医療センター副院長の中瀬玲子先生

（昭和62年卒業）からは、精神科で使用

する薬物であるクロザピンの臨床での効

果等を教えていただけ、早速活用させて

いただきたいと思いました。先生方から

直接お話をうかがえる機会は滅多にあり

ませんので、さまざまな分野での研究や

実臨床のお話がうかがえ、大変勉強にな

りました。その後の懇談会では各先生が

たの趣味のお話しなど多くのお話をうか

がえてとても楽しく、勉強になりました。

各先生がたのお話を聞いたことで、これ

からのよい励みとなりました。また来年、

先生がたにお会いするまでに、一つでも

よい臨床成果を出せるようこれから1年

間、さらに精進しようと思いました。そ

して懇談会も和やかな雰囲気のうちに終

わり、閉会となりました。本当にあっと

いう間の時間でした。また、来年の同窓

会も楽しみにしています。今回参加でき

なかった先生がたも、ぜひ、次回のご出

席をお待ちしています。

� （黒川　義博：記）

後列左から：黒川義博（平成21年卒業）、大石晃嗣（昭和63年卒業）、近藤峰生（平成3年卒業）、春木祐司（平成17年卒業）
前列左から：中瀬玲子（昭和62年卒業）、伊藤敏秋（昭和52年卒業、支部長）、原田資（昭和46年卒業）、祖父江直久（昭和51年卒業）
� （敬称略）
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埼玉支部

埼玉医科大学総合医療センターの中山

光男先生の企画担当で令和6年10月26

日(土)に川越駅近くで講演と懇親会の2

部に会場を分けて開催しました。今回は、

金沢から和田隆志学長と山本健会長にお

いでいただきました。第1部は川越駅前

の東上パールビルヂング貸し会議室で開

催とし、山本会長からは、「良家の出で

ありながら最初の献体をした三輪照路に

ついて」のお話しを伺いました。毎度の

ことながら、事実や証拠を併せて細かい

説明をしていただけるので感心いたしま

した。時代は変わっても連綿と続く金沢

の不思議な人の連関については驚かされ

ます。インパクトのある現在の様子を伝

える写真などから毎回の準備のご苦労が

伝わってきます。和田学長からは「金沢

大学未来ビジョン『志』～オール金沢大

学で『未来知』により社会に貢献する～」

とのタイトルで現在から将来の夢に至る

壮大な構想をわかりやすい説明で教えて

いただきました。金沢大学の総合力と和

田学長をはじめとする全職員の英知を結

集し、夢を実現できそうな大きな予算を

獲得して、未来に進み始めていることが

実感されました。医学部にあった古い建

物や物品を文化財としたり、原子間力顕

微鏡で分子の動きを可視化したり等、金

沢から離れた我々にも希望を持たせてく

れる素晴らしい内容でした。

懇親会の第2部は近くにある馴染みの

割烹「さわや」で開催しました。新型コロ

ナ感染症以降では初めてで久しぶりで、

物価高騰のところ、いつもお世話になっ

ているしっかりした若女将も健在で板前

が気の利いた特注の料理を出してくれま

した。途中で参加者の近況など自己紹介

をしながら歓談してあっという間に時間

が過ぎました。

参加者は学長随行者1名を含めて総勢

17名でした。年々恒例の参加会員が減

少傾向ですが、新規参加者や新人の飛び

入り参加者もあり、大変にぎやかな会と

なりました。参加者を少しずつ若返らせ

るための工夫を続ける必要性が共有され

ました。来年は埼玉県立がんセンターの

神田浩明先生に企画担当をお引き受けい

ただけることに決まり、無事閉会となり

ました。

� （久慈　一英：記）

参加記念写真（敬称略）
左から平沢良明(令和6年卒業)、加藤直子(平成2年卒業)、久慈一英(平成2年卒業)、北野善郎(平成元年卒業)、松成一朗（昭和62年卒業）、石黒　洋
(平成3年卒業)、山本　健(昭和48年卒業)、神田浩明(昭和63年卒業)、和田隆志（昭和63年卒業）、鈴木智成(平成6年卒業)、西村昌雄（昭和49年卒
業）、川口　修（平成5年卒業）、中山光男(昭和57年卒業)、金森太郎（平成12年卒業）、紫藤明美(昭和57年卒業)、市川聡裕(平成5年卒業)
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岐阜支部

令和6年10月26日（土）に十全同窓会

岐阜県支部総会が岐阜市長良川河畔の

「都ホテル　岐阜長良川」で、開催されま

した。岐阜県支部総会は平成30年8月

に開催され、その後、令和2年6月に当

時の金沢大学医学部眼科学教室の杉山和

久教授（現金沢大学名誉教授）をお招きし

て開催することとし、全ての準備も整

い、会員の先生方にも連絡済みでしたが、

「コロナ」の患者が急速に増加する時期に

あたってしまい、諸般の事情からやむな

く中止に至り、その後も「コロナ禍」とな

り、開催できずにいました。従って約6

年ぶりの岐阜県支部総会開催になります。

今回の十全同窓会岐阜県支部総会は金沢

大学医学部を平成10年3月にご卒業さ

れた岐阜大学大学院医学系研究科耳鼻咽

喉科・頭頸部外科学分野の小川武則教授

の教授就任のお祝いの会を兼ねて開催い

たしました。

全国的に10月とは思えない気温の高

さが続いていましたが、開催当日の岐阜

はすがすがしい秋晴れとなり、岐阜県支

部会員14名の出席がありました。

私、大西（昭和51年卒業）の司会のも

と、岐阜県支部総会を行い、十全同窓会

岐阜県支部の現状ならびにこれまでの支

部総会の開催状況などの報告を行いまし

た。これまで支部総会への若い先生方の

出席が少ない状況でしたが、今回は比較

的若手の先生方にも多く出席いただきま

した。

いくつかの報告事項の後に岐阜大学の

小川武則教授の教授就任のお祝いの会と

なりました。小川教授は平成10年に金

沢大学医学部をご卒業後、令和2年7月

に岐阜大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉

科学分野の教授に就任されています。十

全同窓会岐阜県支部として教授就任祝賀

会を開催すべきと考えていましたが、「コ

ロナ禍」との関係からなかなか開催の

きっかけがつかめないでいましたが、小

川教授と事前に連絡して開催の趣旨をご

説明し、ご出席について快諾をいただき

ましたので今回祝賀会を兼ねた岐阜県支

部総会となりました。そして今回の支部

総会のメーンイベントである小川武則教

授のご講演を拝聴いたしました。臨床で

は「光免疫療法」を含めた最新の頭頸部癌

に対する治療法や基礎的研究の業績を拝

聴して、出席者全員大変感銘を受けました。

その後の懇親会は、前支部長の米倉幸

人先生（昭和39年卒業）のご挨拶ならび

に乾杯のご発声で楽しく始まりました。

食事をとりながら、出席者全員の自己紹

介、学生時代の思い出や近況の報告がな

され、その中では学生時代によく行った

金沢のお店の固有名詞がいくつか登場し、

さらに小川武則教授が学生時代に「準硬

式野球部」に所属されていたとの紹介が

あり、またロサンジェルス・ドジャース

の大谷翔平選手の「ポストシーズン」の活

躍がマスコミに多く取り上げられた時期

でもあり、留学先が大リーグのチームの

ホームタウンであったことの紹介が数名

の先生からあり、大いに盛り上がりまし

た。初めて支部総会に出席した先生もみ

られましたが、身近に先輩、後輩の存在

を知り、お互いの絆を深める機会になっ

たものと思われます。出席者全員で記念

撮影を行い、予定の時刻となり次回の再

会を約して散会となりました。世代を超

えた交流の場として十全同窓会がますま

す発展していくことを祈念して支部会報

告とさせていただきます。

� （大西　弘生：記）

出席者記念写真（敬称略）
前列右より渡辺幸夫（昭和56年卒業）、國枝克行（昭和53年卒業）、大西弘生（昭和51年卒業）、小川武則教授（平成10年卒業）、米倉幸人
（昭和39年卒業）、徳永周二（昭和54年卒業）、井奈波良一（昭和55年卒業）
後列右より雪田洋介（平成17年卒業）、萩田光代（平成25年卒業）、萩田淳一郎（平成26年卒業）、二宮空暢（平成16年卒業）、谷口徹（昭
和59年卒業）、高橋健（昭和57年卒業）、寺倉陽一（平成15年卒業）、横山和俊（昭和58年卒業）
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支 部 だ よ り

山形支部

令和6年11月9日（土）山形支部総会を

開催しました。

今回は十全同窓会会長の山本健先生に

はるばる山形までおいでいただきました。

場所はかみのやま温泉の名月荘です。上

山市は山形市の直ぐ南に位置し、歌人で

あり、精神科医でもあった斎藤茂吉の生

まれたところでもあります。スキー場で

有名な蔵王連峰の麓にあり、茂吉も「陸

奥をふりわけざまに聳えたまふ　蔵王の

山の雲の中に立つ」と詠んでいます。

9日の夕方、かみのやま温泉駅に山本

会長をお迎えに行き、車で名月荘に向か

いました。今回の出席者は石原融先生（昭

和46年卒業）、私（森谷、昭和47年卒業）、

山本会長（昭和48年卒業）、池田利史先生

（昭和50年卒業）と卒業年度がとても近

い集まりとなりました。

はじめに山本会長が、明治初期に設立

された金沢医学館の一期生9人の写真を

スライドで見せながら、この写真がいつ、

どこで、誰によって撮られたかを探って

ゆくお話でした。現在の金沢の街並みと

昔の住宅地図との比較で、明治6年、当

時まだ少なかった写真師吉田好二が「吉

田写真館」で撮影したものと結論したお

話を興味深く聴かせていただきました。

1期生9人のうち士族は7人、庶民が2

人とのことでした。士族7人が刀をたば

さんでいるのはわかりますが、庶民の2

人も刀をさしているのはちょっと違和感

がありました。刀の時代ではなくなって

いるのに意識としては侍の格好をするこ

とがよいと思われたのでしょうか。でも、

あの時代に庶民を入学させたというほう

が画期的だったのかもしれません。現在

の金沢大学医学部に繋がる北陸の地で最

初の医学を志した9人に尊敬と親しみを

感じました。ミニ講演が終わって料理を

いただきましたが、山形らしく「芋煮」が

出てきて里芋のねっとりしたやわらかさ

と山形牛の旨味を味わいました。山本会

長も満足されていたようです。

学年が近いためそれぞれの学年の友人、

知人について訊ね合い、和気あいあいと

会話が弾みました。最近の卒業生の同窓

会への加入についてお尋ねすると、どこ

の大学医学部も同じような傾向ですが加

入率は低くなっていますとのこと。臨床

研修がマッチングによって全国どこでも

行けるようになり、北陸に縛られること

がなくなったのも影響していそうですね。

それでも金沢大学医学部が今後も発展し

て欲しいと年会費を払い、能登地震への

寄附をする私達です。翌日同じ部屋で朝

食をいただき、部屋の大きな一枚窓から

蔵王の山々を望むことができました。山

本会長、遠いところ、かみのやま温泉ま

で来ていただき大変ありがとうございま

した。

� （森谷　直樹：記）
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岡山・香川支部

令和6年度金沢大学十全同窓会　岡

山・香川支部会が12月14日（土）、お料

理こにしにおいて開催されました。

令和6年は正月から能登半島地震が発

生し、なんとか復興が進んでいるさなか

能登半島豪雨が発生、さらに最近も能登

半島地震が再発生するなど大変な状況で

す。金沢大学医学部十全同窓会より金沢

大学医学類救急災害分野教授（金沢大学

附属病院副院長）岡島正樹先生を派遣し

ていただき、能登半島の災害の状況およ

び医療活動、復興についてのご講演を賜

り、参加者一同能登の復興を心より祈念

いたしました。

今回の参加者は三好惠一先生（昭和45

年卒業）、徳野眞之先生（昭和48年卒業）、

市川智継先生（平成3年卒業）、浅海浩二

（筆者、香川支部長、平成8年卒業）、岡

島正樹先生（平成8年卒業）、高北久嗣先

生（平成8年卒業）、杉本太郎先生（平成

9年卒業）、高木徹先生（平成9年卒業）、

小林正彦先生（平成10年卒業）、西川敏

雄先生（平成11年卒業）、門田弘明先生

（平成12年卒業）、梅原憲史先生（平成

12年卒業）、杉山成史先生（岡山支部長、

平成13年卒業）、徳毛誠樹先生（平成13

年卒業）の14名でした。

高北久嗣先生は三重中央医療センター

にご勤務ですが、岡島教授と私と同じ平

成8年卒業で、わざわざ岡山まで駆けつ

けていただき、会を盛り上げていただき

ました。

美味しいお酒と料理をいただきながら、

学生時代に戻ったように金沢での懐かし

い話で盛り上がり、あっという間に時間

が過ぎていきました。

また来年もお会いできることを約束し

て、会を終了させていただきました。

今回も幹事の杉山成史先生に大変お世

話になり無事に会を終えることができま

した。あとから気がつきましたが、今回

の参加者で岡山支部長の杉山先生が最年

少でした。来年度こそは若手の先生方に

声をかけて参加者を増やし金沢から遠く

離れた岡山・香川での金沢大学出身者の

繋がりを深めてまいりたいと思います。

� （浅海　浩二：記）
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安保・学生闘争？で日本中が大混乱し

ていた時代の昭和44（1969）年に卒業

した我々、金沢大学医学部卒業生の同級

会＝“志士”でもあり、“獅子”でもあっ

た、“四四の会”を、コロナ・パンデミッ

ク禍の明けるのを待って、6年ぶりの今

年、令和6（2024）年10月18日（金曜日）、

母校の金沢（ホテル日航金沢）で開催しま

した。

「80歳；傘寿」を迎えた75人の同級

生中、出席者は約1/3の24人‼　今や、
すでに約1/３弱の21人の友人がご逝去

されており、また欠席30人の大半から、

“体調に訳アリ！残念無念ながら欠席”

との通知をいただき、準備世話人一同

（金沢近郊在住）、大変驚きました。いつ

しか我々も高齢となり、医師を職として

いるといえども皆、己の体調管理が厳し

くなってきているのだ‼と思い知らされ
ました。

会に先立つ黙祷では、今は亡き彼らと

の学生時代の思い出・笑顔が浮かび、深

く脳裏をえぐられる想いがしました。そ

して、以前からの示し合わせどおり、今

回の同級会が最後となる⁉との重い雰囲
気に包まれました。

しかし、宴が始まり、各人の「金大医

学生時代の思い出話＋現役医師時代の

活躍の姿＋傘寿を迎えての心境など」

が順々に披露されていくにつれて…

⁉・・・皆の目が輝き始め、元気な掛け声、
ついで爆笑が堰を切るように続き、・・・

いつの間にか間違いなく、「往時の“坂

の上の雲＝立派な医師”を目指しながら、

学び励まし合って過ごした60年前の学

生時代＝まさしく人生が輝き始めた青春

時代」、に舞い戻った⁉かのような、“熱
くて無邪気？な高齢者集団の大宴会”に

変貌しました。どのテーブルのどの顔も、

かつての若き姿を思い浮かばせて、懐か

しく愛おしく、久々に旧友に会えた喜び

に溢れ、“笑いと興奮と賑やか”を超えて

「喧騒のルツボ集団」と化けました。

「間違いなく皆、もう八十を越えた“高

齢者”ばかりなのに、なんと若々しい‼」、
「だれもかれも、今、まさに“20代のま

んまの気分に酔っているんじゃないのか

⁉”」、「傘寿集団のどこに、こんなエネ
ルギーがあったの？“信じられない…!”」

気が付けば、皆が皆、脳内は若戻り、

眼も口も笑いっぱなしで、…司会も何も

…全く収拾が着かなくなりました。…！

…！

アッという間に予定時間をはるかに

オーバーしていることを知って、二次会

席の準備を伝えると、これまた従順な放

牧の羊のように、ほぼ全員が移動しまし

た。が、テーブルでの組み合わせが変

わっただけで、再び、相手を代えての昔

の思い出話や打ち明け話、医師現役時代

の苦労話や武勇談、退職した現在の正直

な心情の吐露、人生達観論など、ここで

も時間を惜しむように歓談が続いていた

ようです・・・。

冷静に見て、皆、間違いなく20歳往

時の「純情で愛おしい己の青春」を想い起

こし、卒後「現役医師として夢中で頑張

り通してきた獅子奮迅の姿」を愛おしみ、

今、これでよかったんだ、と「辿ってき

た道をふり返っているのだ」、と感じま

した。

今、改めて集合写真を眺めてみますと、

卒業してもう55年も経ている姿なのに

⁉…どの顔も生き生きとして、しっかり
と青春の残り香を漂わせています。

“今回が最後！”と前々から“仮約束”

されてきたようですが‥‥「こんなに楽

しく、一気に青春時代に若返りできる

「魔法のように貴重な“四四の会”」を、ど

うして「今回で終わり！」とできようか？

もったいない！「100歳をめざして、こ

れからも4～5年毎に『四四の会』を開催

し続けていこうではありませんか！」と、

今回の世話人の一人として、強く思った

次第です。4～5年後もまた元気な姿で

会い、また若返り、「にこにこ 100歳

を目指して！」励まし合いましょう‼

（金沢近辺の幹事の皆さん、数回にわた

り準備・打ち合わせ会にご出席ください

まして、ありがとうございました。さら

に、いつもながら、古川氏の会計・庶務、

記録、荻野氏の写真撮影にも感謝申し上

げます。　� 富田　勝郎：記）

代表幹事：富田勝郎

幹事：荻野知巳、奥田則彦、北中　勇、

　　　古川　仭、水野徳美、村山和夫、

　　　山崎軍治

“ 四四の会 ”傘寿を
迎えて…
（昭和44年卒業生・クラス会）

ク ラ ス 会

参加者
卒業時75名のうち、出席者24名（＋同伴夫人3名）、欠席者30名、物故者21名
（名簿順）今高国夫、荻野知己、奥田則彦、川西徹郎、河端美則、岸田　繁、北中　勇、佐野　勉、佐野三枝
子、正司政夫、立野勝彦、筑田孝司、富田勝郎、仲村洋一、野垣英逸、原田瑞也、文　正夫、古川　仭、堀
口尚夫、水野徳美、三船順一郎、三好敏之、村山和夫、山崎軍治

36 � v o l . 1 8 9（ 2025／ 1）



昨年元日の能登半島地震と9月の豪雨

災害で被災された方々にお見舞い申し上

げますとともに、お亡くなりになられた

方々のご冥福をお祈り申し上げます。ま

た、能登半島の医療や介護、復旧・復興

に携わっておられる全ての方々に、心よ

り敬意を表します。

私ども金沢大学医学部平成2年卒の同

期は123名おりましたが、2名が鬼籍に

入り、現在、病と闘っている者も少なく

ありません。今回、6年ぶりとなる卒後

3回目の同期会を2024年9月15日にホ

テル日航金沢で開催いたしました。乳腺

外科医として活躍していた同期の矢形君

の逝去を悼むとともに能登半島地震を見

舞いたいという思いから、遠くは米国や

沖縄から、53名の仲間が駆けつけてく

れました。

最初はあいまいだった学生時代の記憶

が時間の経過とともに鮮明となり、気が

付けばあの頃にタイムスリップし、あっ

という間の3時間でした。BST のグルー

プで前夜祭と称して旧交を温めた人たち

も少なからずいたようです。どことなく

昔の面影を残しつつも老いを隠せない者、

卒アルの写真そのままの風貌の者までい

ろいろでしたが、女性陣の若々しさが際

立っておりました。マラソンやトライア

スロン、登山にチャレンジし続ける者も

おりますが、オーバートレーニングで体

を痛めて満身創痍の者も少なくなく、何

事もほどほどが大切というのが共通認識

でした。

作家の道を歩んでいる者、一般病院

で働きつつアカデミアとして活躍する

者、医師不足が深刻な地方の病院で老体

に鞭打って馬車馬の如く働く者、急性期

病院での診療で疲弊して療養型施設で英

気を養っている者、クリニックの開設者

としてさらに高みを目指して日々精進す

る者、国内屈指のセンター病院でその道

の第一人者として身を削って活躍する者、

特許を取得して大学で活躍する者、米国

で研究者としてサイエンスを探求し続け

る者、美容外科や再生医療の道で活躍す

る者、不妊治療に邁進する者など多士

済々ですが、中には定年後の雇用先を案

ずる者も少なからずおりました。いずれ

にせよ、皆の心の中に金沢大学卒という 

identity が今も根付いていることをう

れしく思いました。次回は２年後をめど

に東京で開催する予定にしておりますの

で、一人でも多くの平成2年卒で集える

ことを願っております。

能登半島の一日も早い復旧・復興と、

十全同窓会員の皆さま方とご家族のご健

勝とご多幸をお祈り申し上げます。

� （高村　博之：記）

平成2年卒業生
同窓会
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令和6年度に臨床実習を開始する医学

類4年生への臨床実習生(医学)認定証

および白衣授与式が、令和6年10月24

日（木）に十全講堂において行われまし

た。臨床実習生(医学)認定は毎年臨床

実習開始前に行われ、診断学実習など

所定の学類専門科目である基礎医学・

臨床医学基礎の授業科目(51科目)に加

えて、昨年度から医師法改正により公

的化された共用試験であるCBT(知識を

問う。Computer Based Testing)お

よびPre-CC OSCE(技能を問う。Ob-

jective Structured Clinical Examina-

tion)に合格した113名が当日の授与の

対象になりました。Pre-CC OSCEでは、

現状、8つの課題（医療面接、全身の状態

とバイタルサインの測定、頭頸部診察、

胸部診察、腹部診察、神経診察、基本的

臨床手技、救急）により、評価カテゴリー

毎に評点を合計し、合否判定が行われる

システムとなっています。今年度の医学

類4年生は、本試験において32名が基

準未到達となり、かなり心配をしました

が、再試験前に医学教育研究センター教

員が中心となり、シミュレーションセン

ターで集中的に熱い教育指導を行った成

果が実り、再試験受験者は全員合格とな

りました。

10月24日（木）の認定証授与では、山

本靖彦医学類長から学生ひとりひとりに

認定証が手渡され、続いて同窓会・医

学類関係者９名(山本健十全同窓会会長、

河﨑洋志医王保護者の会会長、堀修医薬

保健学域長、吉崎智一病院長、谷口巧副

病院長、岡島正樹副病院長、山下太郎副

病院長、高村雅之副医学系長、安藤仁副

医学系長)が手分けをして、左袖に英字

の大学名が入った長袖白衣を、学生ひと

りひとりに着せ掛けました。

山本靖彦医学類長の訓示、堀修医薬保

健学域長および吉崎智一病院長の祝辞に

続いて、山本健十全同窓会会長が祝辞を

述べました。山本健会長の祝辞では、こ

の白衣贈呈が十全同窓会OBのご寄付に

よって支えられていること、具体的には

昭和33(1958)年に本学医学科をご卒業

になった三
み

木
き

甫
はじめ

先生から、「後輩の学生

諸君ために使ってほしい」と十全同窓会に

賜ったご寄附に拠っていることを紹介し、

「この白衣を身につける度に、大先輩から

諸君への熱い想いを胸に刻み、卒業後は

十全同窓会正会員として、母校と後輩を

支援してほしい」と祝意を贈りました。

以上の訓示、祝辞に対して、臨床実習

生を代表して森岡武翔君が宣誓を述べ、

授与式を終えました。

臨床実習生諸君の懸命な精進を願って

います。

� 山本　　健　　

� 山本　靖彦　
記

令 和 6 年 度 白 衣 授 与 式

十全同窓会より白衣を寄贈しました �
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令和6年10月24日、基礎医学、臨床

医学の試験や共用試験に合格した私たち

は無事にこの日を迎えることができまし

た。臨床実習生認定証を受け取り、ドク

ターコートを着せていただいたことで、

いよいよ臨床実習で現場に立つのだとい

う実感が湧き、身が引き締まる思いでし

た。ドクターコートを着せていただく際

や祝辞の中で、先生方からたくさんの激

励のお言葉をいただき、これから医療従

事者としての第一歩を踏み出すのだとい

うことを再認識することができました。

私たちは入学以来、医学知識の習得を

目標に学習を進めてき

ました。講義・実習や

その試験、レポート課

題など振り返ると大変

な道のりでしたが、先

生方の丁寧なご指導や

友人たちとの励ましあ

いにより何とか乗り越

えることができました。

しかし、実際に医師として医療チームの

一員となるにはまだまだ知識も経験も足

りていません。それらを身につけるため

には、これからの臨床実習が重要になる

と思います。臨床実習を通して、困難な

ことにも志を共にする仲間と支えあって

取り組み、毎日少しずつでも一人前の医

師に近づけるように精進していく所存で

す。白衣授与式で先生方にいただいた祝

辞の中で、「臨床実習に真剣に取り組む

ことで、教科書で学ぶよりも数倍多くの

ことを患者さんから学ばせていただけ

る」ということが非常に印象に残ってい

ます。これまで講義室で学んできた知識

を前提として、真摯にかつ積極的に臨床

実習に取り組み、ひとりひとりの患者さ

んとしっかりと向き合うことで、患者さ

んや先輩医師、医療スタッフの方々から

多くのことを学ばせていただきたいと

思っています。臨床実習は、医師に必要

な技術や態度を学び、高い倫理観や使命

感、生涯を通して学び続ける姿勢を身に

つけることができる非常に貴重な機会で

す。責任感を持って真剣に臨床実習に参

加し、学ばせていただく患者さんへの尊

敬と感謝の念を常に持ち、全力を尽くし

て患者さんや医学の発展のために学びを

深め、実りある実習にしてまいります。

最後になりましたが、白衣授与式を開

催してくださった先生方や学務係の方々、

その他関係者の皆様に医学類4年生を代

表して心より御礼申し上げます。今後と

もご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いし

ます。また、十全同窓会からドクター

コートを贈呈していただき誠にありがと

うございます。今後も大切に使わせてい

ただきます。

� （医学類4年　森岡　武翔：記）

白衣授与式を終えて �
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良家の出でありながら
最初の篤志病理解剖を
望んだ三輪照路

編集委員

山本　　健
（昭和48年卒業）

はじめに

十全同窓会会報第173号(2019年9月

発行)の表紙には「金澤醫學校解剖遺骸

之碑」の写真が掲載され、先人の医学へ

の貢献を称えている。同号の奥付に掲載

されている「表紙の写真」には、「写真は

本学医学類の前身である金澤醫學校の時

代に建石された『金澤醫學校解剖遺骸之

碑』である」と説明があり、同号46、47頁

には本学河﨑一夫名誉教授による碑文の

紹介がなされている。

一方、解剖遺骸之碑の横に佇む、正面

に「三輪照路之墓」と刻まれた小振りの

（神道式の）墓碑については「良家の方で

最初の献体をされた三輪照路氏の墓」と

の解説がなされているが、三輪照路氏に

ついてご存知の会員は多くないと思われ

る。筆者は三輪照路氏の医学への貢献を

調べる機会を得、さらに現在の十全同窓

会会員に三輪照路氏の縁に繋がる方々を

見いだしたので報告する。

前田家に仕えた三輪氏

前田家に仕えた三輪氏には二つの系統

がある。一つは前田利家が尾張荒子城主

であった時代からの家臣で、利家の信頼

が厚く、「荒子衆」と呼ばれる。一方、利

家が越前府中で召し抱えた「越前衆」は、

渡邊彦左衛門がその元祖である。前田家

２代前田利長の時代に、荒子衆三輪藤兵

衛吉宗の二男が渡邊彦左衛門娘の婿養子

として渡邊家に入り、渡邊彦右衛門を名

乗った。この時点で、三輪家と渡邊家は

親族として合体したことになる。また、

藩主の前田利長から「渡邊」の姓を実方の

「三輪」に戻すよう命じられ、以後越前渡

邊系も「三輪」姓を名乗り、荒子衆三輪家

と越前衆三輪家は、共に三輪一族として

現在まで続いている。

三輪照路は、越前衆(渡邊系)三輪家

の末裔であり、元祖渡邊彦左衛門から数

えて11代目に当たる1)。金沢叢語2)な

らびに加能郷土辞彙3)には、三輪照路に

ついて以下の説明がある。

「藩の執政前田兵部の家臣三輪照路（通

称小源太）は国学を善くし明治7年白山比

咩神社の禰宜となり、また明治9年から

は十区戸長を12年にわたり務めた。隠

居して後 會
たま

會
たま

胃癌を病みて癒えず終に

明治20年9月8日50歳にして没した。

病
びょうかん

間遺命して死後その屍を金澤醫學校に

送り解剖して醫學に資益せしめた。これ

より先 同校にて一二解剖したことはあ

るがそれは刑余の残軀か窮民の遺軆で

あって、良家の人にして自ら解剖を請う

たものは照路を嚆矢とした。依って學校

の教官や病院の醫員等はともに醵金して

碑を卯辰山墓地に建てた。」

三輪照路顕彰碑の墓碑銘

卯辰山墓地に建立されたと伝わる三輪

照路顕彰碑の所在は既に不明になって

いるが、顕彰碑の碑文は三輪照路の主

治医であった小川孜
あつ

成
なり

(南
なんちゅう

畴)が撰文し

ており、小川が書き残した遺稿4)によっ

て、顕彰碑の墓碑銘を知ることができ

る5)。なお小川孜成の経歴については長

岡博男博士の論文6)に詳しいので本稿で

は省略する。当時小川孜成が三輪照路に

下した胃癌の診断に懐疑的な医師も相当

あったが、解剖の結果小川の診断が立証

され、大いに面目を施したとされている。

図１に小川孜成による墓碑銘の原文（白

文）、図２に「書き下し文」、図３に現代

語訳「大意」を示す。

明治時代の金沢における人体解剖

金澤醫學校の初期の解剖用死体は刑

死者あるいは施設の病死者であった。金

沢で初めて解剖が行われたのは明治

3(1870)年7月のことであり、贋金づく

りの罪で斬罪に処せられた２名が金沢監

獄から解剖用として金澤醫學館（藩立）に

下げ渡された7)。明治3年以降明治16年

10月に到る13年の間に解剖が行われた

遺体は約20体に過ぎなかった。明治16

年10月、金澤醫學校（縣立）に患者實驗

室を設け、貧困者に薬餌を給し、その死

亡する時は解剖用に供する法を定めた8)。

このような貧困患者は「恤
じゅっきゅう

救（救療）患者」

と呼ばれた。その後小野太三郎氏の尽力

で小野慈善院の病死者も解剖に附された

という9)。一般人で生前に死後の解剖を

申し出た第一号は、石川郡徳丸村の竹

川りんで、明治16年4月に解剖された
10)11)。竹川りんの解剖記録はその所在
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が長いあいだ不明であったが、故寺畑喜

朔先生のご努力によって、全国版医学雑

誌に収載されていることが明らかになっ

た11)12)。この医学雑誌「東
とう

京
けい

醫事新誌 第

271号, 明治16年」は、金沢大学医学図

書館に収蔵されている。

三輪照路白山比咩神社の禰宜を
務める

三輪照路が明治7年から9年にかけて

白山比咩神社の禰宜を務めたとの記述2)3)�

を裏付ける目的で，白山比咩神社に当時

の記録が残っていないかお尋ねしたと

ころ，明治8年7月21日付けの社務日誌
13)に三輪禰宜の名が認められた。「日

にっ

供
く

常ノ如シ」、すなわち「朝のお供え、参拝

者への対応、当直を通じて変わりなし」

と書かれており、三輪照路が白山比咩神

社の禰宜を務めていたことが確認できた。

三輪照路に連なる十全同窓会会員

三輪照路について述べた文章の殆どに

「良家の人にして」という、現代から見れ

ば差別的とも取れる表現が見られるが、

小川孜成の撰文が初出と考えられる。明

治20年当時金澤醫學校（石川縣甲種醫學

校）で行われた解剖は現在の病理解剖で

あり、医学生教育のための系統解剖が行

われるのは昭和になってからである。当

時解剖を受けたのは、刑死者、入院・治

療費が払えない生活困窮者などに限られ、

士族が解剖を受けるなど考えられない時

代であった。そのような時代に、

「苟
いやしくも

も医学に稗
ひ

益
えき

有らんか、則ち死後 

我
わがしかばね

屍の剖
ぼう

視
し

を請う」（「せめて医学に小さ

な功績を残したい。どうか死後私の屍を

解剖して(皆に)みてほしい」）

と医学の進歩にその身を捧げた三輪照

路に連なる十全同窓会会員を「三輪」姓を

頼りに探したところ、お三方が浮かび上

がった。

１．	小森貴先生。昭和54年卒、小森耳

鼻咽喉科医院名誉院長、元石川県医

師会長。

	 小森家の姓は「三輪」ではないが、三

輪照路の長女三輪スガが小森貴先

生の父方曾祖母(３代前)であり、

従って三輪照路は小森先生の高祖父

（４代前）に当たることが石川医報６)

に述べられており、小森貴先生ご本

人からも確認が得られた。三輪照路

の血筋を受け継ぐ名家である。

２．	三輪晃一先生。昭和39年卒、元金

沢大学医学部（旧）第２外科学教授。

	 ご家紋が三輪照路と同じ「三本杉」で

あること、ご両親が三輪照路の菩提

寺であった七尾市長齢寺住職と親交

があったこと、菩提寺が長齢寺と同

じく曹洞宗であることなどから、三

輪照路に連なる名家のご出身である

可能性は極めて高いと思われる。

3.	 中村信一先生令夫人。十全同窓会名

誉会長中村信一先生の奥さまは、ご

実家が七尾城代を代々務めた三輪家

の末裔であり、名家のご出身。

以上のお三方以外にも、三輪照路に連

なる十全同窓会員は多いと思われます。

お心当たりの方は、ぜひご教示ください。

謝　辞

「三輪小源太 先祖由緒并一類附帳」の

解読に当たっては、白山比咩神社学芸員

伊藤克江さま、「南畴遺稿」の解読に当

たっては、かほく市文化財保護審議会委

員瀬戸薫さまのお力添えを賜った。また、

近世史料館職員の皆さまには多くのご教

示を頂戴した。

ここに深謝申し上げる。
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図３．南畴遺稿「三輪君照路墓碑銘」現代文（大意）

図１．南畴遺稿「三輪君照路墓碑銘」原文
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図２．南畴遺稿「三輪君照路墓碑銘」読み下し文
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岡本京太郎　
―金沢最初の近代小児科医―

加藤　英治
（昭和50年卒業）

我が国の近代小児科学は弘田長が帝国

大学医科大学小児科教授に任命された明

治22（1889）年12月21日を嚆矢とする。

明治22年４月に第四高等中学校医学部

が設置され、金沢では内科講義の一部と

して小児科の講義が始まった。小児科講

義と診療は産科婦人科次いで内科が担当

したが、大正3（1914）年2月にドイツ

留学を終えた林篤（金沢医専明治37年卒

業）が金沢医学専門学校に小児科学教室

を開くまで小児科教授はいなかった。

岡本京太郎は、明治・大正期に活躍し

た金沢最初の近代小児科医で、且つ石川

県小児科の最初の大立役者である。しか

し、金沢大学医学部百年史には第二集第

三部教官録小児科学講師の欄に在職期間

の記載はなくただ岡本の姓名があるだけ

で、小児科同門会でも完全に忘れられた

人物である。

岡本は明治5（1872）年6月の生まれ

で能登門前（旧櫛比村）の人である。明治

20年に石川県甲種医学校に入学したが、

廃校により第四高等中学校医学部に編入

し、明治24年12月に同校を卒業し、明

治27年6月に石川県金沢病院婦人科医

員になった。

明治31（1898）年8月に岡本は藤井伊

之吉（四高中医明治24年4月卒業）、金

子太須計（四高医明治29年卒業）、千田

榮三男（四高医明治29年卒業）と共に金

沢病院を退職し彦三38番丁に金城診療

院を創設した。藤井は院長で外科を、岡

本は産科婦人科、金子は眼科、千田は内

科を担当した。翌32年7月に病院に格

上げし金城療病院と改称した。明治36

年6月発行の北陸三県実況案内には小

児科婦人科主任岡本京太郎とあり、8月

発行の児童研究第6巻第8号に「新生児

一ヶ年の観案」と題した長女公子の観察

記録が掲載され、11月の日本小児科学

会入会時の所属は金沢市金城療病院小児

科であったことから、此の頃に小児科を

専門にしたと推測される。小児科的な臨

床研究は、明治35年に「風疹ノ流行」を

十全会雑誌に掲載したのが最初で、明治

37年に「先天梅毒ニ因スル脊髄病」と「所

謂『胎毒下』ノ弊害」を十全会雑誌に、明

治38年に「パルロー氏假性麻痺ニ就テ」

を兒科雑誌（日本小児科学会雑誌の前身）

に発表した。

明治39（1906）年5月に富山県氷見郡

で奇病（佝僂病）が突如発生し社会的な大

騒動になったとき、地元の医育機関であ

る金沢医学専門学校は、村上庄太病理学

教授、上田計二生理学・衛生学・細菌学

教授、岡本京太郎、小原芳雄病理学講師

（金沢医専明治37年卒業）、山本長助（金

城療病院、金沢医専明治37年卒業）の５

名を氷見郡と県境で接する羽咋郡の村落

に派遣し現地調査を行った。十全会雑誌

第42号に岡本が筆頭著者で「石川県羽咋

郡菅池地方ニ於ケル奇病調査報告」を公

表した。11月に岡本は弘田小児科学会

会頭より小児科学会石川県地方幹事を嘱

託され名実ともに石川県小児科医の代表

になった。

明治40年8月に岡本は金城療病院を

辞して金沢で最初の小児科専門医院であ

る岡本小児療院を金沢市西町の尾崎神

社向いの石川薬館の跡（現金沢市尾山町

6-30）に開業した。十全会雑誌編集子は

「金城療病院の重鎮として創業以来絶え

て一汎開業医の弊習を遂わず孜々として

学に篤く懇切丁寧常に怡々として嬰児の

如かりし氏には、小児科専門を以て独立

開業せられたり」と評した。

明治39年春に岡本は島田吉三郎金沢

医専診断学講師（四高医明治29年卒業）

と結核の研究調査を行うことで一致し、

島田が臨床、岡本が小児結核、八牧政孝

金沢病院内科部細菌主任（四高医明治33

年卒業）が細菌および医化学、小原芳雄

金沢医専病理学講師が病理、中島誠金沢

病院腹部内科医員（金沢医専明治37年卒

業）が治療と受持分担を決め、毎月1回

病理教室に集まり勉強会を始めた。次第

に参加者が増え、結核だけでなく医学上

の問題も研究する医事集談会に発展し、

金沢商工会議所に会場を移し夜間開催に

なった。金沢の地は研究心に乏しく純学

術的会合がないと慨嘆する小原の意を受

け、岡本は飯森益太郎（石川県甲種医学

校明治20年卒業）と二人で純学術的な会

を設立するために斡旋し、自然消滅状態

であった明治22年創立の金沢医学会を

再生させた。明治42（1909）年5月18

日に新金沢医学会の発起人会および総会

が開催され、高安右人金沢医学専門学校

校長が会長に就任し、岡本は理事に選任

岡本京太郎講師
（写真出典：金沢医学専門学校大正元年卒業記念写真帖）

Juzen FORUM HISTORICUM 十全歴史ひろば【12】
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され、医学会の事務所を岡本小児療院に

置いた。第1回例会は6月10日に金沢医

専済々堂に於いて開催され、明治43年

3月に金沢医学会会報が創刊された。

岡本の研究意欲は開業後も衰えず、小

児科学会等での学会発表、兒科雑誌や十

全会雑誌への論文掲載が続き、また、林

篤教授が小児科学教室を開講するまで、

岡本小児療院は金沢で小児科医を志す医

師の研修の場になった。明治41年の不

破（後に蚊野）才三郎（金沢医専明治41年

卒業）を初めに、村松純吉（金沢医専明

治44年卒業）、竹松善松（金沢医専大正

1年卒業）、兼松順次郎（京都医専大正3

年卒業）、三浦勝吉（金沢医専大正5年卒

業）、河瀬孝之（金沢医専大正6年卒業）、

中西孚（金沢医専大正7年卒業）、中澤弘

恭（金沢医専大正8年卒業）、森田克己

（金沢医専大正8年卒業）と9名の医師が

在籍した。

日本小児科学会は明治35年に地方集

会設置を認め、同年12月に遠江地方会

が発足した。明治44（1911）年6月に金

沢地方会は岡本地方幹事が中心となり

13番目の地方会として事務所を岡本小

児療院に置いて発足した。7月30日に

第1回例会を開催し、佐々木達内科第二

部教授が開会挨拶をし、岡本小児療院の

不破才三郎、岡本京太郎、松原三郎神経

精神科教授の3名が口演発表した

明治44年9月14日に林篤は金沢医専

教授を拝命するとともに休職し、9月25

日に小児科及び薬物学の研究留学のため

ドイツへ出発した。岡本には9月8日付

で文部省より小児科学及び診断学講師嘱

託の辞令が下りており、林の留学中に岡

本が小児科学の講義を担当することに

なった。十全会雑誌編集子は岡本を講師

に迎えた喜びを「林先生を送りて転た寂

寥の情に堪えざる時に当り、吾等は岡本

京太郎先生を迎え大いに意を強うするを

得たり。先生は本校出身者中夙に学徳兼

備の人として知られ、曩きに母校の為め

教養に尽され、後専ら済生の道に従われ

しも、常に謹厚誠直、名利を顧みず、励

精研鑽以て学界に貢献せられしこと鮮し

とせず、殊に吾が雑誌部講話部等の為め

常に蘊蓄の一端を披瀝し給う。後進為め

に私淑感謝措かざる所なり。今又先生繁

多の身を以て吾等を育成せられんとす。

吾等の幸福何物か之に加えん。是より後

先生の博識と徳風に薫ぜらるる吾等は脩

養努力以て校風を発揚せんことを期す。」

と記した。

乳児脚気と脾疳（漢方に於ける疾患単

位、ビタミンA欠乏症と後に確定）の二

病態に関心をもち医化学的な研究が必要

だと考えていた岡本は、林の帰国を待ち、

大正3年2月に京都帝大荒木寅三郎教授

の医化学教室に研究生として入り3年間

研究生活を送った。

岡本が金沢に戻った大正6（1917）年

夏に竹久夢二が加賀を旅した際、9月上

旬に次男不二彦が急病で岡本小児療院

に入院した。岡本は金沢市医師会にも

積極的に関わり、大正8年9月公布の医

師会令により任意団体だった医師会が法

に準拠した医師会に組織替えしなければ

存続できなくなったとき、岡本は新医師

会設立委員会の委員に指名された。しか

し、大正9年1月に創立された新金沢市

医師会の会員名簿に岡本の名はなく、大

正10年12月の十全会会員名簿から岡本

の氏名は削除され、金沢と縁を切ったよ

うに岡本は忽然と姿を消した。

金沢から出奔した岡本は上京し北里研

究所の研究員になった。北里研究所では、

麻疹予防接種試験の結果を英文で発表し、

血中アドレナリンの化学的定量の研究に

より大正11年4月に慶応大学から学位

を授与された。慶応大学医学部病理化学

室田口勝太教授の研究グループにも参加

し、脚気の主因がビタミンB欠乏症であ

ることを支持する研究を行った。

多年石川県地方幹事として本会のため

大いに尽瘁されたが、近頃東京市麻布区

箪笥町に移転されたと岡本の消息が大正

11年5月の兒科雑誌に掲載された。大

正13年3月に岡本は北里研究所を退所

し、渋谷広尾町で岡本医院を開業した。

昭和2年7月に岡本著の「家庭医学」が大

日本百科全集の第2回配本として誠文堂

から出版された。同年12月に報知新聞

社が軽費診療を行う報知診療所を開設し、

田口勝太所長の下で、岡本は開業の傍ら

小児科を担当した。昭和5年には仏教主

義に基づき明治44年に開院した早稲田

病院の院長に就いた。病室を35室有し、

5名の医員と10数名の薬剤師、看護師

を擁する医療機関で、勤労者のために実

費診療を行った。

東京で岡本はほぼ内科医であったが、

小児科医としての矜持を持ち続けたので

あろう。昭和9（1934）年8月12日に62

歳で亡くなったが、昭和7年3月まで日

本小児科学会会員であった。

小児科外来風景（写真出典：金沢医学専門学校大正元年卒業記念写真帖）
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第76回西日本医科学生総合体育大会

（以下西医体）は川崎医科大学の主管のも

と、令和6年8月5日から8月18日の14

日間にわたって岡山県で開催されました。

西医体は新型コロナウイルスの影響に

より、平成31年度から令和4年度まで

の4年間中止となっていましたが、令和

5年度から再開され、今年は再開後二回

目の開催となりました。昨年度は5年ぶ

りの開催で西医体の伝統や例年の雰囲気

を知る人が少なかったため、運営する側

も参加する側も手探り状態でしたが、今

年度は以前の西医体の雰囲気や盛り上が

りが帰ってきたように感じました。参加

した学生からは、「一年間の努力が結実

し思い通りの結果が出せた」、「うまく実

力を出し切れず悔しい思いをした」、「今

年で最後なので悔いのないように全力で

戦った」など、さまざまな感想がありま

した。また、一年生にとっては初めての

西医体であり、「規模の大きさに圧倒さ

れた」といった感想も多くありました。

最後になりますが、西医体に向け、仲

間と一生懸命練習に励んだこと、大会を

通じ他大学の医学生と競い合ったり親交

を深めたりしたことは、私たち学生に

とってかけがえのない経験になったと感

じております。このような機会を得られ

たのも十全同窓会の先生方のご支援あっ

てのことであり、この場をお借りしまし

て、ご支援いただきました関係者各位に

深く感謝申し上げます。来年度の主管校

は鹿児島大学となります。来年度の西医

体に向け、どの部活もさらに努力を重ね、

実力を最大限発揮できるよう邁進してま

いりますので、今後ともご支援のほど、

よろしくお願いいたします。

〈主な大会成績〉

【陸上部】

男子400m：窪田剛大　4位

女子走高跳：上野月咲　4位

【水泳部】

男子800m自由型：津田晃　8位

男子100mバタフライ：

� 上田慎之助　5位

� 千葉慶太郎　8位

男子200m個人メドレー：

� 千葉慶太郎　8位

男子4×50mフリーリレー：

小浦健士朗・坂本悠樹・上田・千葉　8位

女子50ｍ自由形：越智萌々香　5位

女子200m個人メドレー：

� 越智萌々香　5位

【軟式テニス部】

女子ダブルス：

� 前田侑綺美・木村裕穂　ベスト16

� 山本桜子・石野帆乃香　ベスト16

【バドミントン部】

男子シングルス：小池一真　ベスト16

男子ダブルス：

� 森成亜・川尻峻幹　ベスト16

【卓球部】

男子シングルス：堅田晃史　優勝

男子ダブルス：堅田・館康太郎　準優勝

女子シングルス：永井七実　ベスト8

　　　　　　　　遠藤あゆみ　ベスト16

　　　　　　　　竹尾百笑夏　ベスト16

女子ダブルス：遠藤・永井　ベスト16

【剣道部】

男子団体：優勝

女子団体：3位

男子個人：成田滉生　ベスト16

　　　　　茶谷一生　ベスト16

女子個人：今泉心寧　ベスト16

（第76回西日本医科学生総合体育大会　

� 評議委員　井村健太郎：記）

西日本医科 学 生 総 合体育大会
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医学展 2 0 2 4 ／ 医 学 展 i n 能 登

この度は金沢大学医学展2024「紡ぐ」

の開催へのご理解とご協力を賜りまして、

誠にありがとうございました。本年は宝

町キャンパスでの開催に加え、史上初め

て「医学展in能登」を輪島・珠洲・七尾

で開催しました。医学展本祭は11月2日、

3日に開催され、2日は天候不良ではあ

りましたが目標の3000名を超え3500

名ほどの来場者をお迎えすることができ

ました。また、金沢大学医学系の篤志の

先生方、診療科、研究室よりご寄附をい

ただきまして奥能登よりチャーターバス

を運行し3日の医学展に中高生や一般の

方を招待いたしました。

今年度は「紡ぐ」をメインテーマに掲げ

ていました。能登と金沢、地域と大学、

子どもたちの夢が医学展で紡がれる。多

様な世代の人々が医療をキーワードに大

学に集い、自分や家族の健康や将来のこ

と、能登のことを考え、いろいろな交流

が生まれる。そのような場を創るべく、

5年生を中心に準備を進めてまいりまし

た。思い返せば、2020年に入学した私

たちは入学式、縦割り横割りや新歓がな

い世代で、一見すれば横のつながりが薄

いようにも思われる学年です。医学展は

最初で最後、この学年で共に何かを創る

チャンスでもありました。昨年、医学展

を復活させてくださった先輩方がいたか

らこそ医学展の歴史が紡がれ、私たちの

学年のつながりもより一層強まりました。

医学展当日はキャンパスに子どもたち

や地域の方々、能登で出会い関わった

方々がたくさんいらして、皆さまの笑

顔が溢れていました。「楽しい！」、「貴

重な体験ができて嬉しい」、「輪島から来

たよ」、「金大はじめてはいったよ」など、

いろいろとお声をかけていただきました。

子どもたちの楽しそうな姿、週末の息抜

きに輪島から来られた家族の様子を目に

するたびに胸が熱くなりました。運営に

あたった多くの学生が子どもたちや地域

の方々との交流を通じて人と人の関わり

から紡がれる縁の大切さや温かみ、仲間

と連携し苦難を乗り越えることの尊さを

学ぶことができました。

この学びは4年生以下の後輩にも紡が

れ、医学展の良い伝統は受け継がれてい

きます。私は最高の仲間とともに、金沢

大学医学展の紡がれる歴史の一端になれ

ましたことを嬉しく、誇りに思います。

医学展、医学展in能登は十全同窓会の

皆さまをはじめ大学の先生方や学務の職

員の方、地域の方など多くの方の温かい

ご支援があり開催することができました。

ありがとうございました。

� （医学展2024実行委員長

� 橋本　晃貴：記）

医学展2024
日時／令和6年11月2日（土）、3日（日）
場所／医学類キャンパス

医学展in能登
9月15日（日）　輪島市
9月29日（日）　七尾市
12月15日（日）　珠洲市
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剣 道 部

金沢大学医学部剣道部では2024年度

現在、総部員数は43名となっています。

医学類や保健学類、その他医薬保健学域

の学生にとどまらず人間社会学域や理工

学域、融合学域といった金沢大学に設置

されている全4学域、計12学類(総合教

育理系、大学院生を含む)の学生が所属

しており、長年にわたりご厚意を賜って

いる教士七段・林義也先生のご指導と顧

問の西山正章教授のご協力の下、日々稽

古に励んでいます。両先生方、並びに平

素より部活動にご参加、ご協力いただい

ております先生方にはこの場をお借りし

て深く感謝申し上げます。

金沢大学医学部剣道部の部訓は「春風

電影」、この言葉は金沢大学の前身であ

る四高に広まった無刀流という流派の極

意「電影春風」からとったもので、その出

典は臨剣頌の中にあります。僧の祖元が

元の軍の兵士に切りかかられたときに詠

んだとされる句の一節で「電光影裏に春

風を斬る」とあり、この時祖元は「たとえ

体を斬られようともそれは稲妻が春風を

斬るようなもので、自分の魂まで滅し尽

くすようなことはできない」と考えたと

されています。この逸話に倣い、試合の

中で相手の攻撃に臆することのない泰然

とした構え、そこから発生する洗練され

た剣術の会得を通して心身を鍛錬すると

ともに、剣道に打ち込むばかりで試験を

おろそかにすることの無いよう試験前の

勉学を理由とした出席可否の判断を学生

個人に委ねています。部訓の春風電影、

それから学問と武道は一体でありどちら

も懸命に取り組むという文武不岐の考え

から、剣道家としてだけでなく本来の武

道の目的とされる人間形成のため日々研

鑽を積んでいます。

当部活は例年6月に関西、7月に中部、

8月に西医体、西コメ（西日本コメディ

カル大会）にエントリーさせていただい

ております。今年度は活動場所である小

立野体育館の片面が施設の老朽化に伴う

点検のため使用不可になるなど厳しい期

間が続きました。この間にも他部活から

の練習場所の提供や使用されていなかっ

たトレーニング場を剣道場として開放し

ていただき、活動日と人数を分散させて

大会に向けた練習を途絶えさせないよう

にしてきました。こういった他課外活動

団体や大学からの支援、部員からの協力

の甲斐もあり、関西では男子団体3位入

賞、中部では男子団体A優勝男子団体B

準優勝、女子団体準優勝、西医体では男

子団体優勝、女子団体3位、西コメで男

子団体3位と好成績を収めることができ

ました。

こうした日々の活動、大会での成績の

背景には先述以外にも大勢の方々のご支

援があるということ、我々部員一同胸に

受け止め、今後もより一層邁進してまい

ります。

　　　(金沢大学医学部剣道部主将　

� 医学類3年　今永　大晟：記)

課 外 活 動 紹 介
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学 生 コ ー ナ ー

私は高校生の時にロヒンギャ問題を

きっかけに、難民支援の第一線で働く緒

方貞子さんを知り、彼女の活動や信念を

記載した東野真著『緒方貞子　難民支援

の現場から』（集英社新書）という本を手

に取った。幼い頃より中国の奥地や、ス

リランカで教育支援に携わってきた私は

前著を読む中で、次第に自分自身も緒方

貞子さんのように、将来は国際支援を生

業としたいと考えるようになった。その

本の中で緒方さんは、将来国際協力の場

で活動したいならば、まずは何よりも英

語を話せるようになること、次に国際政

治の知識を得ることという方針を示して

いた。そこで私は2018年に上智大学に

入学し、外国語学部英語学科で英語と国

際政治、国際協力を専攻した。さらにイ

ギリス、フランス、シンガポール、カナ

ダ、スウェーデン等への留学を通して、

発展途上国で働くためにはもう一つ専門

分野が必要であると考え、発展途上国に

おいて需要が高い医学を志すようになっ

た。そして、私は2022年3月に上智大

学を卒業し、同年4月に金沢大学医薬保

健学域医学類に編入学した。

ところが前述の経歴を、日本に住む周

りの人に説明しても、「つまり大学院で

医学を勉強しているの？」と、あまり正

確な理解を得られなかった。これは日本

では、高校卒業から直接医学部に入学す

る事が一般的だからであろう。しかし海

外の友人に同様の経歴を説明すると、わ

りとすんなりと受け入れられることが多

い。それは海外では、大学を卒業したの

ちに専攻を変えて再び大学に入る人も多

いことが広く知られているからである。

例えばアメリカでは、一度大学を卒業し

てから社会人経験を経て、メディカルス

クールに入学する制度を取っており、い

わばアメリカでは医学部が大学院の立ち

位置となっている。

私の知人にはこんな人もいる。日本人

でありながら、イタリアの医学部に通っ

ている「えまさん」は、幼い頃より紛争地

域や貧困国での援助活動に興味があり、

医学を志すようになった。彼女は医療先

進国であるアメリカで医学を学ぶために、

15歳の時に単身でアメリカに渡り、必

死に英語を勉強しながらワシントン大学

在学中にイタリアの医学部を受験し、見

事合格を掴み取った。現在えまさんは、

今後の医学界におけるAIの活躍を見据

え、ミラノ工科大学・ヒュマニタス大

学というイタリアの２つの大学で、医

学と医工学の2つの学士を取得するME

DTECというプログラムに参加している。

医師が医学以外の分野も専門分野として

学ぶことが、日本では珍しいことであっ

ても、世界各国の医学界ではかなり一般

的だと思われる。

金沢大学の海外臨床研究会であるKO

NNECTというサークルが、ハワイ大学

医学部外科学教授の町淳二先生の講演

会を主催した。町先生は講演会におい

て、医学にはサイエンス面とアート面が

あると仰っていた。サイエンス面は知性、

アート面は感性であると町先生は定義し

ている。医学部で勉強するような身体に

関する専門知識、すなわちサイエンス面

はもちろん重要である。しかし前述した

えまさんが推察しているように今や時代

はAIと言われており、いずれは診断な

どもAIが担うようになり、医学界にお

いてもAIの需要が高くなっていくこと

が予測される。

そこで重要となるのは町先生が主張す

る医学のアート面、すなわち創造性やコ

ミュニケーションなどである。もちろん

病院を訪ねてきた患者さんの病気を治し、

病気にならないよう予防をするように、

サイエンス面である医学知識を駆使する

のは医療の目的の一つである。しかし、

同じ疾患に罹患していたとしても、その

人の体質、ライフステージ、人生におけ

る価値観、人生の主軸などによって治療

法は変化する。従って患者さんを治療す

るための技術を持っていることを大前提

とした上で、患者さん自身を理解する、

すなわち真の意味で「人に出会う」ことを

可能とするのは、やはりアート面が重要

ではないかと私は考える。今後ますます

AI技術が進歩するにしたがって、人間

である医師よりもAIの方がより膨大な

医学知識を持ち、より正確な診断を下す

ようになる時代もそう遠くはないだろう。

そんな時代に医師として働くであろう私

たちは、サイエンス面の医学知識も勉強

しAIの不足を補いつつ、よりアート面

つまり文系的な視点を兼ね備えることが

求められるようになると私は考える。

日本では「文系」や「理系」という言葉が

蔓延っている。高校では文系の大学や学

部を目指すならば「文系クラス」に、医学

部やその他の理系の道を志すならば「理

系クラス」に所属するなど両者の区別が

はっきりしており、学問が分断されてし

まっている事が多い。しかし多くの分野

がそうであるように、医学にも文系面と

理系面が存在しており、その2つの融合

が大切なのではないかと私は考える。

もっとも現在日本においては、高校卒

業後、直接医学部に入学してそのまま医

師になる人が大部分であるが、これを否

定するものではない。確かに、高校生で

生涯にわたる「医師」という職業を選択す

ることに不安を感じるという声や、一度

大学を卒業して社会に出た上で医学を志

す方が、より熱意に溢れているのではと

いう意見もある。しかし、私が3年間医

学部で過ごす中で、ただ単純に試験を乗

り越えるための勉強をするのではなく、

些細なことであっても疑問を残さないよ

うにと分厚い医学専門書を何冊も通読す

る友人や、寝る間を惜しんで勉強する友

人など、実に勤勉で、高い志を持つ同級

生が多く、編入生と同級生がお互いに良

い刺激を与え合っていると痛感している。

AIが浸透することが予見される今後を

見越して医学のアート面を磨き、文系面

も理系面もどちらも併せ持つ医師を育成

することが求められると私は考える。

医学部に学士編入学を
して考えること

医 学 類 4 年

須磨　千草
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金沢大学医学類5年生の緩和医療臨床

実習では、「治すこと時々、和らげるこ

としばしば、慰めることいつも」をメイ

ンテーマに、「これまでに人の生と死を

考えさせられ、深く共感した書籍、映画、

芸術、自分の経験などを1つ選び、人は

苦境の中をいかに生きることができるか、

医療者はどのような支援ができるかに関

する自分の考えを皆に紹介しなさい」の

課題を与えています。令和6年度5年生

の実習は11月から始まり、今年度も多

くの優れたレポートが提出されています。

本稿では野田笑加さん、中谷友妃菜さん

（写真）のレポートを紹介します。

超高齢化社会、多死社会、がんサバイ

バーの増加および高齢化、一方で病床数

の減少や経済不況、世界各地での紛争が

顕著になっている現代では、生老病死の

苦悩があふれています。人は生まれる時

も、生きる時も、死ぬ時も医療に関わり

ます。さまざまな視点で過去と現在と未

来をみつめる医学生のレポートが、現場

で奮闘する医療者をも慰めてくれると感

じています。

1）ひめゆり学徒隊

太平洋戦争末期の沖縄では住民を巻き

込んだ壮絶な地上戦が繰り広げられた。

ひめゆり学徒隊は、看護要員として動員

された女学生らの通称で、教師含め240

名が動員され136名が死亡した。生き延

びた元学徒の方々は、長らく自身の体験

を語ることはなかった。生きていること

に対し罪悪感を抱き、友人と一緒に死に

たかったと思い苦しんだ。

戦後40年を経て、元学徒の方々は後

世に沖縄戦のことを伝えねばならない、

友人の生きた証を残したいと思うように

なり、1989年に沖縄県糸満市に「ひめゆ

り平和祈念資料館」が開館した。戦争体

験を語る中で、苦しく感じることもあっ

たが、次第に伝えることのやりがいも感

じるようになったそうだ。元学徒の方々

が生きることにより前向きになり、体験

を語ること自体が、抱えていた苦痛を多

少なりとも和らげたのではないだろうか。

戦争だけでなく震災や事故などトラウ

マをもつ人は多くいる。この先出会う患

者も、皆異なる人生を歩んでおり、死生

観も十人十色である。医療者として、①

患者の話に耳を傾けること、②多様な考

え方を否定しないこと、③周りに流され

るのではなく自分の意見も必ずもつこと

を心がけ、患者やチーム医療のスタッフ

と良好な信頼関係を築いていきたいと考

える。

2）PLAN75（第95回アカデミー賞・外

国語映画賞部門日本代表作品、2022年） 

未来の日本を舞台とした作品である。

政府は、75歳以上の高齢者が自ら命を

絶つことを支援する政策「PLAN75」を

施行し、超高齢化社会を食い止めようと

する。78歳のミチは、身寄りのない未

亡人でホテル清掃員として働いていたが、

高齢を理由に解雇されてしまう。社会の

支えを失った彼女は、孤立しながらも

「生きたい」という小さな願いを抱き続け

るが、徐々に「自由」とされる選択肢へと

追い詰められていく。経済的困難や疎外

感の中で孤独を感じた人はどのように生

きようとするのか、周囲の人はどのよう

な支援ができるのかを問いかけ、その葛

藤に焦点を当てている。

PLAN75のような政策はなかったと

しても、過去や現代の日本でも、上記の

ような葛藤を繰り返しており、医療現場

はその縮図のようなところかもしれない。

医療者は、患者の選択の裏にある本音や、

孤独や自己否定の感情にも意識を向けな

ければならない。医療者の役割は、患者

が生きる理由を見つけ、尊厳を持って人

生を全うできるように寄り添うことであ

り、生と死を問う選択を安易に受け入れ

るのではなく、「共に生きる理由」を模索

する姿勢が、真の支援として求められて

いるのだと感じた。

金 沢 大 学 医 学 生 と「 生 と 死 」を 考 え る ：  
麻 酔 科 蘇 生 科 で の 緩 和 医 療 実 習 の 報 告（ そ の 1 4 ）

金沢大学附属病院麻酔科蘇生科（緩和ケアセンター）　

山田　圭輔

実習時の記念写真（2024年11月）
後列：佐々木、岩下、住友、安井、皆川、筆者
前列：長岡、野田、中谷、宮本
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2024年11月に緩和ケアセンターと薬

剤部が主催したオンライン講演会では、

がん研究会有明病院精神腫瘍科の清水研

先生（平成10年卒業）（写真）に自身の体

験を基に「生と死」について話してもらっ

た。清水先生には多くの著書があり、金

大医学生の緩和医療実習でも取り上げら

れることがある。本稿では、1）清水先生

の講演要旨、2）清水先生の著書を取り上

げた2023年度5年生川端日向子さんの

レポートを紹介します。

1）死と向き合う患者の
	 こころのケア　

がんは、心理学的観点からは人生その

ものを脅かす病気という意味合いがある。

がんに罹患することで、将来の楽観的見

通しを根底から覆されるような感覚を持

つ人も少なくない。がん告知直後に生じ

る精神的苦痛は著しく、約5人に1人が

抑うつ状態となり、自殺率も高いと繰り

返し報告されている。

一方で、人のこころは厳しい状況と向

き合う力（レジリエンス）があり、悲しみ

や怒りなどの負の感情が、大切な役割を

果たす。また、がんに罹患することに

よって、人生の見方が深まるような体験

（＝心的外傷後成長）をされる方もいる。

私が、がん専門病院で精神科医として

働きだしたのは卒後６年目のことだが、

赴任当時はがん患者の心理についてよく

知らず、進行したがんに罹患することで

患者は絶望するものだと思い込んでいた。

しかし、多くの患者の話を聴く中で、そ

うではないことを知った。

「がんになってよかった」という方はい

ないが、「がんにならないと分からない

ことがあった」という方は多くいる。レ

ジリエンス、あるいは心的外傷後成長と

いう概念で説明されているが、死を意識

することで一日一日が貴重に思えるよう

になり、自分はその一日をどう生きたい

かということを真剣に考えるようになる。

そして、生きるとはどういうことかとい

う問いに、患者ひとりひとりが向き合い、

その人なりの答えを出していく。

このようなこころの道筋をたどる患者

や家族と向き合うために、医療者はどの

ような心構えを持ったらよいだろうか。

現代人の傾向として、自分や家族が病気

などの体験をしていないと、死という問

題と向き合うことを避ける傾向がある。

私自身もがん医療の現場で働きだしたこ

ろは、死と向き合う患者にどのように関

わったらよいか分からず当惑した。試行

錯誤して関わり現在に至っているが、患

者および家族から生きることについて多

くのことを学んだという実感もある。

死は確かに多くの人にとって恐怖の対

象であるが、すべての人がそれを免れな

いということも人生の真実である。「メ

メントモリ」の言葉通り、死を意識する

ことは、人生を豊かに生きるためのヒン

トになる。

2）もしも一年後、この世にいない
としたら（清水研、文響社）

表題の作品から、人は苦境の中をいか

に生きることができるかに関する3つの

要点を取り上げた。1）苦境にあること

を自覚すること。その過程で大いなる悲

しみや怒りが生じるが、それを無理に押

さえ込まないことが大事である。人は誰

しも心の可塑性（レジリエンス）を持って

おり、しっかり悲しむことで現実と向き

あうプロセスを開始できる。

2）自身と苦境との関係を理解するこ

と。自身がどんな人生を歩んで何を大切

にしてきたか、苦境が自身の人生にどの

ような影響を与えているか、何に最も

困っているかを把握する。3）苦境の内

容に対処すること。自身がしたいことや

心地よいことを指標にすることが肝要と

なる。その際に、本当にしたいことを望

む自分とこうあるべきとの自分の対立に

気づくこと、人はなぜ死を恐れるのかを

理解することが大いに役立つ。

これらを踏まえて医療者が行える支援

は、1）に関しては、悲しみや怒りの表出

を抑えないように促し、その感情を真摯

に受け止めること、2）と3）に関しては、

そのプロセスを患者独りだけで行うのは

難しいため、医療者側から適切にカウン

セリングを行い、患者の悩みと要望を対

話形式で引き出していくことである。人

は言語化する過程でその思いを整理して

理解することができるため、知識を持っ

た存在として効果的な話し合いの場を持

つことは医療者の特権であり責任である

と考える。

「 生 と 死 」を 考 え る オ ン ラ イ ン 講 演 会 2 0 2 4
（ 第 7 5 回 地 域 緩 和 ケ ア カ ン フ ァ レ ン ス ）の 紹 介

金沢大学附属病院麻酔科蘇生科（緩和ケアセンター）　

山田　圭輔

講演会時の記念写真（2024年11月）
清水研先生（前列中央）と緩和ケアセンターおよび薬剤部スタッフ
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第 18 回 金 沢 大 学 ホ ー ム カ ミ ン グ デ イ 開 催

令和6年9月10日、金沢大学医学類学

生団体KONNECTの主催により、選択

臨床実習海外報告会が実施されました。

今回の報告会では、海外での臨床実習

に興味のある医学類の学生を対象に、プ

ログラムの概要を倉知慎教授が説明され

た後、実際に実習に参加した学生がそれ

ぞれの実習についての報告を行いました。

対面・オンラインを合わせて50名近くも

の学生が参加し、改めて海外に挑戦したい

と考える医学生の多さに驚かされました。

本年度は、エストニアのタルトゥ大学、

米国のハワイ大学、豪州のシドニー大学、

台湾の国立台湾大学および台北医学大学

を含む五つの医療機関に置いて、合わせ

て12人の6年生が海外実習に参加しまし

た。そのうちの6名が、プログラムの概要

や、病院での一日の様子、実習を通して

学んだこと、休日の過ごし方などに関す

る発表を行いました。実際に海外で実習

した学生ならではの視点が多く含まれて

おり、非常に興味深い内容ばかりでした。

特に、エストニアや台湾で実習した学生

は共通言語が英語でない分、言葉の壁を

より感じたようですが、非言語的コミュ

ニケーションや持ち前の勤勉さを活かし

て乗り越えたと伝わり、改めて医学類生

のバイタリティの高さを実感しました。

また、質疑応答の時間においても多く

の学生から質問が飛び交い、とても刺激

のある時間を過ごすことができました。

学生同士だからこそ聞ける質問や少し踏

み込んだ話ができ、よりニーズに沿った

内容になったと感じています。

このような学生間の交流の機会を設け

てくださった選択臨床実習海外枠担当

の倉知先生をはじめ、開催のサポート

をしてくださった医学学務係の皆さま、

KONNECTのメンバーに深く感謝申し

上げます。

医 学 類 6 年

長谷川あかね

選 択 臨 床 実 習 海 外 派 遣 報 告 会 報 告 記

令和6年11月2日（土）、本学角間キャ

ンパスにおいて、第18回ホームカミン

グデイを開催しました。歓迎式典には約

200名、懇親交流会には約180名の同

窓生等にご出席いただき、盛況な一日に

なりました。

歓迎式典では、最初に本学合唱団と出

席者一同が校歌を斉唱しました。続いて、

和田隆志学長の歓迎挨拶・本学の近況報

告の後、安宅建樹金沢大学学友会会長よ

り祝辞がありました。

現役学生の現状については、学生の留

学体験報告（1名）・大学院生の研究報告

（1名）・課外活動体験報告（ヨット部・1

名）を実施しました。

また、本年度は新たに若手研究者およ

び卒業者の報告時間を設けました。まず、

融合研究域の藤生慎准教授から能登半島

地震に関する研究報告があり、さらに、

卒業生の活躍報告として市立輪島病院長

の品川誠氏(昭和58年医学部卒業)より、

同病院における能登半島地震への対応に

ついて報告があり、被災地の実態に出席

者はじっと聞き入っていました。

特別講演では、「地域金融行政の歩み

について」と題し、元北陸財務局長の西

田直樹氏（昭和57年法文学部卒業）にご

講演いただきました。

夕刻からの懇親交流会は、安宅建樹会

長の乾杯の発声で始まり、本学同窓生等

のクラリネットだけのオーケストラ〈金

沢クラリネット・クワイアー〉の素晴ら

しい演奏をBGMに、参加者らは旧交を

温めていました。さらにフィナーレには、

恒例となる校歌・寮歌の斉唱が行われ、

大いに盛り上がりました。

さらに、若手同窓生に向けた新たな企

画として、卒業から10年・20年を経過

した方対象のランチ交流会を今年度新た

に開催し、参加者は卒業後久しぶりに再

開する同期との交流を楽しんでいました。

次回、第19回金沢大学ホームカミン

グデイは、令和7年11月1日（土）に開

催が決まりました。秋の3連休を利用し、

紅葉に染まる懐かしい母校にぜひお越し

ください。

�（基金・学友支援室長　松村　典彦：記）

市立輪島病院の震災対応について報告を行う
品川院長（昭和58年医学部卒業）
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会費納入のお願い

同窓会事業は皆さまからの会費により支えられています。
会費納入にご協力くださいますようお願い申し上げます。

会費納入方法をお知らせいたします。年額4,000円

①自動引き落とし（手数料本会負担）を推奨しています
　　お手続き希望の方はご連絡先を事務局宛にお知らせください。
　　折返し「銀行口座自動振替手続きの書類」をお送りいたします。
　　是非この機会にご検討くださいますようお願いいたします。

②銀行ネット決済（ネットバンキング）
　　下記銀行口座へ直接お振り込みが可能です。
　　（お振込の際は、ご氏名の前に会員番号もしくは卒業年のご入力をお願いいたします）

　　北陸銀行　小立野支店　

　　普通預金　６０５１０４７　金沢大学医学部十全同窓会 会費口

③払込用紙（手数料本会負担）
　　従来通り同封の「払込取扱票」をご利用ください。

問合せ先

金沢大学医学部十全同窓会事務局　Email： juzen@med.kanazawa-u.ac.jp

会費納入のお願い



十全同窓会会員の皆様、あけましておめでとうござい

ます。令和7年の最初の会報をお届けします。今年も皆さ

まにとりまして幸多き一年になるよう願っております。現

在、令和6年1月の能登半島地震や9月の豪雨災害に対して、

本学も含め復旧、復興に向けてのさまざまな取り組みが進

められています。支援活動に従事されているすべての方々

に深く敬意と感謝を申し上げます。本号では前号に引き続

き、被災病院からご寄稿いただいております。最前線での

医療活動の実態を知ることのできる貴重なご報告と思いま

す。お忙しい中、本当にありがとうございます。

また、6名の先生方の教授ご就任、10名の先生方の叙勲

に対し心よりお慶び申し上げます。学会の開催、各種学術

賞の受賞、教室だよりなどからも、会員の皆さまが学術的

に大きく貢献している様子が伝わってきます。一方、白衣

授与式、西医体報告、課外活動紹介からは、在校生の生き

生きとした姿が伝わり、将来の活躍が大いに期待されます。

卒業後間もない若手からベテラン世代まで、本会報を通し

て本学医学系や医学類の躍動、そして国内外の会員の皆さ

まのご活躍を知っていただけましたら幸いです。

昨年より編集委員会に加えさせていただきました。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。

� （和田　泰三：記）

編
集
後
記

同窓会事業は皆さまからの会費により支えられています。
十全医学会とは別組織であることをご理解ください。会費納入のお願い

表紙の写真

金沢の冬の風物詩「雪吊り」

雪吊りは日本海側特有の湿った雪の重みで枝
が折れないようにするために行われ、この季
節になると金沢市内の至る所で見かけます。
病院正面でも、のとキリシマツツジの雪吊り
を見ることができます。

題字：山本　　健（十全同窓会会長）

発行：金沢大学医学部十全同窓会
会報編集委員会
〒 920-8640　金沢市宝町 13-1
http://juzen-ob.w3.kanazawa-u.ac.jp

発行日：令和 7年 1月 23日

印　刷：能登印刷株式会社

会 報 編 集 委 員 の 紹 介

学内編集委員（22名） 学外編集委員（21名）

中村　裕之
横山　　茂（編集委員長）
絹谷　清剛
佐々木素子
篁　　俊成
和田　隆志
太田　邦雄
杉本　直俊
谷口　　巧
山本　靖彦（副編集委員長）
和田　泰三
高村　雅之
菊知　　充
中田　光俊
安藤　　仁
山下　太郎
岡島　正樹
稲木　紀幸
倉知　　慎
林　　克洋
毎田　佳子
濱口　儒人

山口　成良
三輪　晃一
橋本　琢磨
中村　信一
勝田　省吾
山本　　健
山本　　博
山岸　正和
太田　哲生
大村　健二
横山　　仁
大島　　徹
横山　　修
蒲田　敏文
中本　安成
高村　博之
常山　幸一
古川　健治
古市　賢吾
若山　友彦
中西　清香

以上43名で構成されています。


